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E 調査の内容

1 .調査テーマ

テーマ名:教職大学院・教育委員会・公立小中学校の互恵関係による校内研修向上フ。ログラム

「協働校内研修・静岡大学 富士市モデル」のマニュアル化

2 調査の具体的方法等

(1) 目的

本調査は、静岡大学教職大学院、 富士市教育委員会、市内連携小中学校である、 富士市立鷹岡小学

校、富士市立富士中央小学校、富士市立吉原北中学校との協働によって、教職大学院院生と現場の教

員が協働しながら校内研修と授業力量の質的向上を目指し開発・構築してきたプログラムを評価し、

その成果を明らかにするとともに、他地域でも活用可能な汎用的な研修モデ、ルとして整理することで

ある。

(2) これまでの取り組み

2007年度より 5年間にわたり継続的に、富士市教育委員会と静岡大学教職大学院の連携のもと教

職大学院の実習の一環として、富士市内の公立小中学校に教職大学院生と大学教員がチームで訪問し、

終日、校内研修に協働的に参加、単元開発とその評価、最新の教育方法などの有効性等を双方多様な

視点から議論をすることで、院生、現場教員双方の実践的指導力の質的な向上を目指した互恵関係研

修フ。ログラムを開発・構築してきている。2008年度より年々対象校や回数を増やし、 2011年度は 3

校にのべ 15回協働で校内研修を実施している。また 2010年度以降は、院生が連携校先で提案授業と

研修を実施し、先進的な校内研修のあり方についても議論するとしづ機会を定期的に設定し、プログ

ラムの質的向上を図ってきている。具体的な内容として、単元構成方法、授業構成などの効果的な教

授方法、ジグゾー学習法を初めとする子どもの学びを深める効果的な協調学習、パフォーマンス課題

の設定とその評価方法などの最新の教育内容や教育方法を軸に、これらの新しい学びの認識の獲得及

び日々の実践につなげていけることを念頭に据え、取り組んできている。

(3) 調査内容

これまで 5年間を反省的にデザインを修正しつつ、教職大学院、教委、連携協力校とそれぞれにお

いて互恵関係を積み上げてきた。協働校内研修をモデ、ル化し、汎用的な実施プログラムとして整理す

るため、静岡大学教職大学院・富士市教育委員会・連携協力校の教員等にアンケートを実施し、

その効果や課題について数量的な視点から明らかにする。また、 富士市教育委員会、富士市立鷹岡小

学校、富士市立富士中央小学校、富士市立吉原北中学校の連携協力校にインタビ、ュー調査を併せて実

施し、質的な視点から具体的な成果や課題について明らかして報告する。

E アンケート調査の実施

1 .アンケー卜調査の概要

アンケート項目は、事業の評価や校内研修の活性化に関する要因を中心に、 「基本情報」、 「本事

業に関する効果等」、 「満足度」、 「組織体制」、 「目標の設定」、 「研修の具体的な内容J、 「同

僚性」の 7カテゴリーを設定した。 I基本情報」では、性別、年齢、教職年数等に関して 7項目、

「本事業に関する効果等Jでは、大学との連携による研修の活性化等について 5項目、 「満足度」

では、自校の校内研修への満足ややりがいについて 6項目、 「組織体制」では、研修に関する校内

の雰囲気や研修主任のリーダーシップ等に関して 12項目、 「目標設定」では、研修テーマの共有や
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具体性等について 9項目、 「研修の具体的な内容」では、研究授業の協議視点の設定や具体的な手

立て等について 11項目、 「同僚性」では、教員同士のコミュニケーションや協働性について 10項

目、計 53項目を設定した。また、「校内研修の活性化要因」と「本年度の校内研修の具体的な成果」

に関して自由記述の項目を設定した。また、選択肢は、 15. 強くそう思う 4. そう思う 3. 

どちらともいえない 2. 思わない 1. まったく 思わなしリの 5件法を用いた(資料2: P. 50"'" 

53を参照)。

2. アンケ-卜実施

(1) アンケート実施日:平成 24年 2月3日""'2月8日

富士市教育委員会文書便により送付 ・回収を行った。

(2) アンケート対象:

① 富士市内連携協力校

鷹岡小学校、富士中央小学校、吉原北中学校、 吉原第二中学校の全教職員

② 富士市内公立小中学校(①以外)

小学校 25校、中学校 14校 の各校の教務主任、研修主任、 20代、 30代、 40代、

50代の教員それぞれ 1名の抽出

※ 連携協力校とそれ以外の富士市内の公立小中学校との比較を行うため、 吉原第二中学校は、

大学院との連携関係はないが、関係教員が継続的に関わっているため、①として取り扱った。

(3) アンケート回収結果

①富士市内連携協力校 小学校 50名、

② 富士市内公立小中学校(①以外)小学校 142名、

中学校 58名

中学校 83名

小学校合計 192名、中学校合計 141名合計 334名

3. アンケート調査結果

(1) 事業効果

事業効果の結果は、表 1に示した通りである。各設問に関する、小学校の連携協力校(以後、 「小

連携校J)、市内公立小学校(以後、 「イ也小学校J)、中学校の連携協力校(以後、 「中連携校J)、

市内公立中学校(以後、 「他中学校J)の項目の平均は、小学校で、 3.46""'4.36、中学校で 3.57""'4.26

となっており、 1 4 :そう思う」を中心に選択されている傾向にある。中でも、小連携校と他小学校

において有意差*がみられた項目は、 12-(2) :本校においては大学をはじめとする外部との連携を積

極的に図っているj の1つであり、小連携校が他小学校より有意に高い結果となっている。小連携校

では、大学を初めとする外部との連携を積極的に図っているとしづ認識を強くもっていることが窺え

る。

また、中連携校と他中学校において有怠差がみられた項目は、 12-(2) :本校においては大学をはじ

めとする外部との連携を積極的に図っているjと 12-(3):市教委指導主事と大学教員が合同で実施す

*有意差とは偶然には生じ得ない平均の差のことをいう。2つのグループOの平均の差を統計的に検証するために用いる。

***P<.OOlをO.1%水準、林P<.Olを1出水準、 *Pく.05を脱水準として、有意であることを示している。t.05くpく.10は有

意傾向を示している。本文で使われている「有意に高しリは、 2つのグツレーフ。間の平均の差で、あり、 t検定を用いている。
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る訪問は効果的である。Jの2つの項目であり、中連携校が、 他中学校より有意に高い結果となって

いる。大学を初めとする外部との連携を積極的に図っているとしづ認識や富士市教育委員会との合同

で、行っている計画訪問を効果的に捉えていることが窺える。さらに 12-(1) :研修を進めるにあたって

大学をはじめとする外部との連携は有効である。Jの項目においては、中連携校が高く有意傾向を示

している。

以上のことから大学と教育委員会との連携事業の成果について中学校の連携協力校が比較的その効

果を認めているという結果となっている。

表 1.事業効果についての比較

小連携 他小学 中連携 他中学

群 番号 質問項目 t検定

(n=50) (n=192) (n=58) (n=83) 

2-(1) 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。 3.62 3.79 4.09 3.89 

2-(2) 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている 4.20 3.48 *** 4.23 3.58 

事業満果 2-(3) 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する訪問は効果的である。 3.54 3.46 3.93 3.57 

2-(4) 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 4.08 4.05 4.12 3.95 

2-(5) 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。 4.32 4.36 4.14 4.26 

※ 数値は平均を示している。 (十pく.10 ***pく.001)

(2) 満足度

満足度の結果は、 表2に示した通りである。各設問に関する、小連携校、他小学校、中連携校、他

中学校の各項目の平均は、小学校で、 3.46'"'-'4.50、中学校で 3.70'"'-'4.58となっており 、小中学校とも

に 14 :そう思う」を中心に選択されている傾向にある。小連携校と他小学校と有意な差が見られ

た項目は 2つである。1つは、 13-(5) :学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがし1を感じている。J

であり、他小学校が小連携校より、有意に高い結果であった。しかし、平均をみれば、小連携校が 4.16、

他連携校が 4.39になっており、もともと両者とも高い肯定がされている上での差であると考えられる。

もう 1つは、 13-(6) :日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。Jである。小連携校が他小学

表2. 満足度についての比較

小連携 他小学 中連携 他中学

t検定

T 

*** 
本**

群 番号 質 問項目 t検定 t検定

(n=50) (n=192) (n=58) (n=83) 

3-(1) 自校の校内研修の内容に満足している。 3.92 3.86 4.00 3.83 十

3-(2) 自校の教育に関して誇りをもっている。 3.96 4.07 3.96 4.02 

満度足

3-(3) 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 3.96 3.99 3.86 3.89 

3-(4) 生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。 4.40 4.50 4.55 4.58 

3-(5) 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 4.16 4.39 * 4.23 4.31 
3-(6) 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。 4.00 3.67 * 3.70 3.48 
※ 数値は平均を示している。 (十pく.10 *pく.05) 
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校よりも高い結果となっている。これは逆転内容の設問であるが、このことからは小連携校の教職員

は日々多忙のため研修に取り組めないという認識を他小学校の職員よりも高く抱いていることが窺え

る。

中学校においては、有意な差が見られた項目は無かったが、 13-(1) :白校の校内研修の内容に満足

している。」の項目において、中連携校が他中学校よりも高く有意傾向が見られる。中連携校におい

ては、他中学校よりも研修内容へ満足していることが窺える。

この満足群の中で特筆すべきことは、 13-(4) :生涯にわたって授業力を高めていきたいとしづ気持

ちがある。」の項目の平均が、小連携校(4.40)、他小学校(4.50)、中連携校(4.55)、他中学校(4.58) 

とそれぞれの項目の中で一番高い平均を示していることである。このことは、小学校、中学校の教師

が常に自身の授業を高めていきたいという5郎、気持ちをもっていることの証左であり、力量形成を図

っていくための校内研修の推進と活性化は、各学校の取り組みとして重要な位置づけになると捉える

ことができる。

(3) 組織体制

組織体制の結果は、表3に示した通りである。各設問に関する、小連携校、他小学校、中連携校、

他中学校の各項目の平均は、小学校で、 3.27"'-'4.03、中学校で 2.81"'-'4.37となっており、項目におい

て高低のばらつきが見られる。平均の高い項目には、 14-(1) :校内研修は学校経営の中核に位置付い

ている。」、 14-(6) :管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能している。J、14-(7) : 

管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能している。Jなどであり、管理職のリーダ

ーシップや助言機能が機能していること、校内研修が学校経営の中核におかれている経営方針を高く

評価している。平均の低い項目には、 14-(10) :学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意

見交換がなされている。J、 14-(11) :地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進

んでいる。J、 14-(12) :外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。」などであり、

新学習指導要領の内容の検討、小中合同研修、ボランティアなどの外部人材の活用に関しては、あま

り積極的な取り組みではなく、どちらともいえないという中立的な認識をもっていることが窺える。

小連携校と他小学校とにおいて有意な差が見られた項目は 2つである。1つは、 14-(5) :校外の研

修や研究会等へ参加することに熱心である。Jであり、他小学校が小連携校より有意に高かった。小

連携校においては、校外の研修に参加できないのは、 13-(6)の結果で示された多忙なため校内研修に

取り組めないと認識しているのと関連し、校外の研修への参加も難しいと認識していることが推察で

きる。もう 1つは、 14-(9) :新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気があ

る。」であり、小連携校が他小学校より有意に高かった。これは、 「ジグ、ゾー学習法J、 「パフォー

マンス評価」、 「理科における工作的発問j などを大学院側が、小連携校で、実施しており、このよう

な取り組みが小連携校において評価されているものと推察することができる。

中連携校と他中学校と有意な差が見られた項目は4つである。 14-(2) :研修推進に関しては管理職

のリーダーシップが発揮されている。Jと 14-(7) :管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけ

られ機能している。」の項目においては、他中学校が中連携校より有意に高い結果となっている。他

中学校において、管理職のリーダーシップとともに校内研修における助言が有効に機能していること

を推察できる。ところが、 14-(6):研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。J

の項目は、中連携校が他中学校より有意に高い結果となっている。このことから中連携校では、研修

主任のリーダーシップが基軸となり、他中学校では校長をはじめとする管理職のリーダーシップが基
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軸となって校内研修が進められていることが推察できる。最後の 14-(5) :校外の研修や研究会等へ参

加することに熱心である。Jの項目は、他中学校が中連携校より有意に高かった。これは小学校と同

様な傾向となっている。

表3. 組織体制についての比較

小連携 他小学 中連携 他中学

群 番号 質問項目 t検定

(n=50) (n=192) (n=58) (n=83) 

4-(1) 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 4.04 4.03 3.88 3.95 

4-(2) 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。 3.92 3.96 3.86 4.21 

4-(3) 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。 3.94 3.91 3.81 3.60 

4-(4) 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。 3.96 3.89 3.88 3.68 

4-(5) 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。 3.40 3.73 ** 3.42 3.67 

組織体制
4-(6) 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。 4.12 4.01 4.37 3.78 

4-(7) 管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能している。 4.02 4.01 3.96 4.19 

4-(8) 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。 3.80 3.61 T 3.68 3.58 

4-(9) 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある。 3.94 3.66 ** 3.73 3.58 

4-(10) 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされている。 3.38 3.44 3.23 3.19 

4-(11) 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。 3.26 3.27 3.41 3.35 

4-(12) 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。 3.40 3.43 2.89 2.81 

※ 数値は平均を示している。 ( t p<. 10 *pく.05 **pく.01 ***pく.001)

(4) 目標設定

目標設定の結果は、表4に示した通りである。小連携校、他小学校、中連携校、 他中学校の各項目

の平均は、 15-(7)Jの項目を除いて、 小学校で、 3.89~4 . 28、中学校で 3.72~4 . 23となっており、 小

中学校ともに 14 :そう思うJを中心に選択されている傾向にある。 15-(7):子どもたちに確かな学

力が育まれていることを実感している。Jの項目においては、他小学校が 3.55、中連携校が 3.16と

イ尽かった。

小連携校と他小学校と有意な差が見られた項目は、 15-(9) :言語活動の充実を意識した研修が推進

されている。」の1つであり、 小連携校の方が他小学校よりも有意に高い結果となっている。 これは、

言語活動は今回の学習指導要領で取り上げられている目玉であり、 小連携校においては、これらのこ

とを意識して取り組んでいることが窺われる。ちなみに連携校の 1つである鷹岡小学校は、本年度か

ら重点目標に 「言語活動の充実」を設定し校内研修を推進しており 、これらの影響を受けているもの

と考えられる。

中連携校と他中学校と有怠な差が見られた項目は、 15-(3) :研修の内容は、学校教育目標等を実現

することにつながっている。」と 115-(7) :子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感して

いる。Jの2つである。いずれにおいても、他中学校が中連携校よりも有意に高い結果となっている。

中連携校においては、他中学校よりも研修内容が学校教育目標の実現につながっていることや、確か

な学力を育んでいることを他中学校よりも実感していないという認識をもっていることが窺える。さ

-24-

t検定

** 

* 

*** 

* 



らに、 15-(9) :言語活動の充実を意識した研修が推進されている。Jの項目において、中連携校が他

中学校より高く有意な傾向を示していた。このことは、小学校と同様な傾向を示しており、新学習指

導要領で示されている言語活動の充実を怠識し、校内研修が推進されていることが推察できる。

表4. 目標設定についての比較

小連携 他小学 中連携 他中学

群 番号 質問項目 t検定 t検定

(n=50) (n=192) (n=58) (n=83) 

5-(1) 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。 4.16 4.15 4.02 3.99 

5-(2) 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。 3.96 4.00 3.89 3.80 

5-(3) 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。 4.20 4.24 4.05 4.23 * 
5-(4) 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。 3.90 3.90 3.82 3.88 

標設定目 5-(5) 研修テーマに具体性があり、日々 の教育実践の改善につながっている。 4.02 3.94 3.93 3.90 

5-(6) 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。 3.96 3.89 3.84 3.78 

5-(7) 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。 3.62 3.55 3.16 3.47 * 
5-(8) 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されている。 3.94 3.88 3.82 3.78 

5-(9) 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。 4.28 3.99 ** 3.96 3.72 T 

※ 数値は平均を示している。 ( t p<. 10 *pく.05 **pく.01 ) 

(5) 研修内容

研修内容の結果は、表5に示した通りである。小連携校、他小学校、中連携校、他中学校の各項目

の平均は、 16-(1) :研究収録(紀要)等を作成し有効に活用している。」と 16-(9) :研修内容や分

析方法は、前年度踏襲となっていて目新しさを感じない。」などのいくつかの項目で低いものが見ら

れるが、小中学校ともに 14 :そう思う」を中心に選択されている傾向にある。ただし、 16-(9) Jは

逆転内容であるので実際は肯定的な評価になるものと考えられる。

小連携校と他小学校と有意な差が見られたのは、 16-(4) :単元構想やカリキュラム開発を意識した

事前検討が積極的に行われている。 」の1つであり、小連携校が他小学校より有意に高い結果となっ

ている。小連携校においては、他小学校より事前研修において単元構想、やカリキュラム開発に高い意

識をもって校内研修に取り組んでいることが窺える。

中連携校と他中学校と有意な差が見られた項目は、 5つである。 16-(1) :研究集録(紀要)等を作

成し有効に活用している。J、 16-(2) :研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込

まれている。」、 16-(3) :大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている。Jの

3つ項目においては、中連携校が他中学校より有意に高い結果となっている。中連携校においては、

研修収録などの活用により研修成果の蓄積を図ったり、マンネリ化させないための工夫を図ったりす

ることで研修を推進していることが窺える。さらに、 16-(4) :単元構想、やカリキュラム開発を意識し

た事前検討が積極的に行われている。Jでは、小連携校と同様に、事前における単元構想やカリキュ

ラムの開発が他小学校より高く評価されており、中連携校においては、事前研修が重要な位置づけと

なっていることが窺える。最後の 1つの項目は、 16-(8) :事後検討会では、授業記録やビデオなどが

有効に活用されている。 Jであり、この項目は、他中学校が中連携校より有意に高い結果となってい

る。他中学校の方が、授業記録やビデオを活用して研修に取り組んでいることが窺える。
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表5. 研修内容についての比較

小連携 他小学 中連携 他中学

群 番号 質問項目 t検定

(n=50) (n=192) (n=58) (n=83) 

6-(1 ) 研究収録(紀要)等を作成し有効に活用している 3.10 2.99 3.04 2.73 

6-(2) 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている 3.64 3.53 3.75 3.25 

6-(3) 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている 3.78 3.66 4.16 3.78 

6-(4) 単元構想、やカリキュラム開発を意識した事前検討が積極的に行われている 3.90 3.52 閉 3.47 2.94 

6-(5) 事後検討会では協議視点から意見が出され、深く学び合う場となっている。 4.02 3.92 3.95 3.95 

修研ー内全ヨr 6-(6) 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。 3.94 3.84 3.84 3.78 

6-(7) 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。 3.94 4.00 4.00 3.90 

6-(8) 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。 3.40 3.38 3.63 4.11 

6-(9) 研修内容や分析方法は、前年度踏襲となっていて目新しさを感じない。 2.62 2.67 2.79 2.90 

6-(10) 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。 3.76 3.76 3.88 3.78 

6-( 11 ) 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。 4.28 4.28 4.30 4.36 

※ 数値は平均を示している。 C t p<. 10 *pく.05 **pく.01 ***pく.001)

(6) 同僚性

同僚性についての結果は、表 6に示した通りである。各設問に関する、小連携校、他小学校、中連

携校、他中学校の各項目の平均は、小学校で、 3.72"-'4. 32、中学校で 3.41"-'4.38となっており、小中

学校ともに 14 :そう思う j を中心に選択されている傾向にあり、全般的に高い評価となっている。

小連携校と他小学校で、有意な差が見られた項目は、 17-(1) :教員間で、授業や教材についてよく話し合

表6. 同僚性についての比較

小連携 他小学 中連携 他中学

群 番号 質問項目 t検定

(n=50) (n=192) (n=58) (n=83) 

7-(1 ) 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。 4.12 3.90 問 3.74 3.73 

7-(2) 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について'情報交換している。 4.32 4.20 4.30 4.38 

7-(3) 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。 4.12 4.04 4.00 3.95 

7-(4) 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。 4.20 4.08 3.96 4.16 

僚訪同
7-(5) 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。 3.82 3.92 3.93 3.71 

7-(6) 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。 4.00 4.06 3.96 3.79 

7-(7) 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を高めようとする雰囲気がある。 3.98 3.92 3.93 3.78 

7-(8) 分掌や学年の仕事においておEいにのりしろをもって助け合っている。 4.18 4.06 3.91 3.83 

7-(9) お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。 3.76 3.72 3.74 3.41 

7-(10) 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。 4.08 4.27 4.05 4.28 

※ 数値は平均を示している。 Ctpく.10 ) 
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っている。」の 1つであり、小連携校が他小学校より有意に高い結果となっている。教師問で授業や

教材について話し合っているということは、授業改善を進め専門性を高める上で必要不可欠のことで

あり、小連携校においては、そのような同僚性を高く評価していることになる。中連携校と他中学校

と有意な差が見られた項目は、 17-(9) :お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。J

の lつであり、中連携校が他中学校より有意に高い結果となっている。中連携校が他中学校よりも互

いに授業を公開し意見交換をしていることが窺える。中連携校の 1つは、 学習指導に関する市教委研

究指定を受けているため、その要因がこの結果に影響しているものと考えられる。その他に有;意傾向

を示した項目に、 17-(4) :学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。Jと

17-(5) :中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。Jの2つの項目

がある。前者は他中学校が中連携校よりも高く、後者は、中連携校が他中学校より高い結果で、あった。

中連携校においては、研修主任のリーダーシッフ。が高かったのと同様に、中堅やベテランのリーダー

シッフ。が校内研修で発揮されていることが窺える。

(7) 総括

アンケート調査による小連携校と他小学校、中連携校と他中学校との比較から次のことが明らかに

なったといえる。 1事業効果」では、小連携校では大学との積極的な連携を図っているとの意識をも

っているが、他の項目では差はみられない。一方、中連携校においては、大学との連携や富士市教育

委員会の計画訪問等への同行を他中学校より効果的であると捉えている。 1満足度Jでは、小学校、

中学校ともに校種に関係なく校内研修や教育実践に対して高い評価をしている。とくに、ほとんどの

教師が生涯にわたって授業力を高めて生きたいと強く感じていることが明らかとなった。「組織体制」

では、小連携校では、新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする点において、他小

学校より高く革新的な組織風土をもっている。中連携校においては、研修主任のリーダーシップのも

と授業研究が進められ、他中学校では、管理職のリーダーシップとその助言機能が有効に働いている

というように、誰が研修推進のリーダーシッフ。を取っているかに相違が見られた。どちらかといえば、

研修主任や中堅・ベテランのリーダーシップは、ミド、ル層の活躍であり、 学校組織における自律性の

発揮として捉えたい。 1目標設定」では、小連携校では、今日的課題である言語活動の充実を意識し

た研修が他小学校より推進されている。同様に中連携校において他中学校より 言語活動の充実が意識

されているといえる。 1研修内容」では、小連携校、中連携校ともに単元構想やカリキュラム開発な

どの事前研修が積極的に行われていることが他小学校、他中学校より高い結果となっている。このこ

とは、小中の連携校において、唯一共通して有意に高かった項目であり、特筆するべき点である。さ

らに中連携校では、大学教員などの外部指導者を有効に活用し、研修をマンネリ化させないアイディ

や工夫が意図的に位置づけられていることが他中学校より高い結果となっている。 1同僚性」では、

小連携校で、は、普段から教師問で授業や教材に関することが他小学校よりよく話し合われている。中

連携校では、お互いに授業を見せ合い建設的に批評し合う雰囲気が他中学校より高くなっていたこと

である。

(8) 各群の相関及び考察について

小学校、中学校におけるそれぞれの「事業効果」、 「満足度」、 「制哉体制J、 「目標設定」、 「研修内

容J、 「同僚性jの5つの群に関してそれぞれの相関関係の結果を示したものが表7である。右上が小学校

のものであり、左下が中学校のものである。小中学校ともにそれぞれ 15項目全てにおいて 1%水準で、
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表7. 各群聞の相関係数

事業効果 満足度 組織体制 目標設定 研修内容 同僚性

事業効果 446林 426林 444本本 579林 312林

満足度 529料 584林 581林 572林 543林

組織体制 585林 553林 724林 711林 637林

目標設定 546料 657料 776林 716林 680林

研修内容 593料 587料 675林 734林 630林

同僚性 343料 534料 555林 634林 533林

** p <.01 右上は小学校、左下は中学校

有意な相関が見られた。中でも小学校において、 「組織体制」と 「目標設定J (r二.724)、 「組織体

制Jと 「研修内容J(r=0.711)、 「目標設定Jと 「研修内容J(r=. 716)の3つのそれぞれの聞に強し¥相

関関係があることが分かつた。同様に中学校においても 「組織体制」と 「目標設定J (r二.776)、 「目

標設定j と 「研修内容J(r二.734)と2つのそれぞれの聞に強し沖目関関係があることが分かつた。

以上のことから、 「組織体制」、 「目標設定」、 「研修内容」の3つの内容が相互に強し1影響を及

ぼし合っていることから、これらの要因が校内研修を活性化させていく上で重要な内実を示している

ものと考えられる。

「組織体制Jの具体的な内容として、授業改善を軸とする校内研修が学校経営の中核に位置付いて

いることを前提にリ ーダーシップを発揮する管理職、研修主任の存在が見えてくる。さらに新しい学

習方法や評価法を採り入れていく革新性やアイディアを出しあってし¥く斬新性がその組織風土に根付

いていることが鍵となる。また、 「目標設定j では、研修の方向性や具体的なテーマを全体で共有し

ていくこと、研修内容が日々の実践につながっていること、学校教育目標の実現につながっているこ

と等を実感できていることが内発的な動機を高めることにつながる。さらに、教師一人ひとりの課題

意識の明確化や自律的な取り組みが肝要となる。 I研修内容」は、大学教員をはじめとする外部の人

から専門的知識の助言、情報の提供を受けること、研修方法に斬新なアイディアや工夫を盛り込むこ

とでマンネリ化を防ぐこと、年間の見通しをもち、継続的に成果と課題を共有していくそのプロセス

と研究の蓄積が大事である。そして単元構想やカリキュラムを開発する事前研修の充実が事後研修の

充実につながるものと考えられる。そしてこれらのことを踏まえ、教師聞の人間関係の側面から支え

るものが 「同僚性j である。協働して目の前の子どもを育てるために、教師がお互いに支え合いなが

ら切瑳琢磨し、 コミュニケーションを活性化させ、力量を高めていこうとする姿勢や研修風土が組織

文化として学校の中に根付いていることが、校内研修活性化の前提となる。これらの要因が関連し合

い持続して高まっているときにこそ、多忙感を超え、専門職として力量向上を実感できる充実した校

内研修の実現につながるものと考える ことができる。

(9) 自由記述の分析

「校内研修の活性化要因j と 「本年度の校内研修の具体的な成果j に関して、自由記述の項目を設

定した。回答のあったのは、 20代が 26名、30代が 31名、 40代が 38名、50代が 33名、管理職 ・主

幹教諭 ・教務主任が 28名、研修主任が 21名の計 177名に記述の回答があった。自由記述の内容を大

学教員、教職大学院の現職院生の 6名、学部卒院生の 2名の計7名で検討したところ、その内容は、
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「教職員のコミュニケーション」、 「授業の公開J、 「外部との連携協力」、 「研修テーマ・手立て

の共有j 、 「事前・事後研修の充実」、 「管理職・研修主任等のリーダーシップJ、 「その他j の7

つに分類が可能となった。例えば、 「教職員のコミュニケーションjでは、 「校内研修という枠にと

らわれず、日々授業のことを気軽に話し合えること(小学校)Jと「研修部を中心に授業改善の方向

性を話し合う雰囲気作りをしていくことが必要である(中学校)Jであり、 「授業の公開」であれは、

「とにかく授業を見せ合って、子どもの普段の表れをも加味しながらざっくばらんに話し合えること

が大切(小学校)Jと「普段から他の先生の授業を参観させてもらったり、自分の授業を見てもらっ

たりしている(中学校)Jという記述がそれに相当する。これらの記述を、 120代」、 130代J、 140 

代j、 150代」、 「管理職・主幹教諭・教務主任J、 「研修主任jの6つの属性で分類し(以後、 「世

代別属性J)、その内容を整理したものが、表 15~表 20 であり、具体的な記述を抜粋して掲載しで

ある。また、それぞれの属性において、その出現率を集計し一覧にしたものが表 14である。それぞれ

の属性において、人数が異なっているので、 百分率に換算し、大きい順に整理しである。世代別属性

で捉えられている校内研修活性化の要因には相違が見られる。例えば、第一位を見てみると、 120代」、

130代」、 140代jは、 「事前・事後研修の充実」 一番多く、 「管理職・主幹教諭・教務主任」と「研

修主任Jにおいては、 「教職員のコミュニケーションjが一番多くなっている。このことは、世代、

役職、分掌で校内研修の活性化要因への意識に相違があることを示しており、それぞれの世代が充実

度と満足度を高めていく上でも参考になるものと思われる。 なお、表 8-A~表 13-B は、アンケート調

査をもとに作成したクロス集計とそのグフフである。また、資料1は、協働校内研修・静岡大学 富

士市モデ、ルを図式化したものであり、資料2は、アンケート調企で使用した質問紙である。

以上のことから、それぞれの学校の文脈に応じて、研修の活性化が図られているに相違ないが、ア

ンケート調査で得られた情報を基に、各校が自校の校内研修の内実を再考し、校内研修の現状と今後

の展望について多いに語り合っていただきたい。そして、今後の研修推進の指針にしていただければ

幸いである。それが本調査の最大の意義と成果であると考える。

小中連携校との比較を通して、分析を行ってきたが、年度末のお忙しい時に、このような調査を快

諾していただいた富士市教育委員会と富士市内の先生方に感謝とお礼を申し上げる。

なお、調査研究をまとめるにあたり、添付した表 8A~表 13A、資料 2 の作成を石上が、表 8B~

表 13B、資料1は、益川|がそれぞれ分担し作成した。

(文責 教職大学院石上靖芳)
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資料1 連携事業モデル図

「協働校内研修・静岡大学一富士市モデルJ

e輔鳩 山附 話芸品⑧富士喧
教職大学院 ÷一一一一一一一一÷ 教育委員会

打ち合わせ
-実習科目の計画 ・連携小中学校の選定

大学教員
協働校内研修の実施 |

フミ | 校長等管理職

知見のト、 /バ日的位置付け

小中学校
大学院生 現場教員
チームで参加 - --------・...，... -- 全員が参加

議論を通した相互資質向上機会

静岡大学主催、富士市教員向け夏季公開講座の実施

小中学校教員に幅広く実践内容を紹介 「講義・演習ブレンド型で」

協働校内研修・実施の流れ

大学院生:授業で学んだ 現場教員:所属小中学校での I

協働で実践授業の事前検討

教科横断的な視点での検討 子どもたちの具体的な姿からの検E

授業の実施

学んだ授業観察法の実践|授業の観察・記録

子どもたちの実情との比較の議論

学習理論を基盤とした議論 |事後検討会の l

協同実施
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表8-A. 連携小学校と富士市内小学校との比較

小学校連携協力校

君手 番号 質問項目 (n二50)

平均 SD 

事
2-(1 ) 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。 3.62 0.58 
2-(2) 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。 4.20 0.51 

業
2-(3) 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的である。 3.54 0.59 

効

果
2-(4) 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 4.08 0.56 
2-(5) 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。 4.32 0.51 
3-(1 ) 自校の校内研修の内容に満足している。 3.92 0.40 

j両
3-(2) 自校の教育に関して誇りをもっている。 3.96 0.40 
3-(3) 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 3.96 0.40 

足
3-(4) 生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。 4.40 0.51 

度
3-(5) 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 4.16 0.51 
3-(6) 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。 4.00 0.68 
4-(1 ) 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 4.04 0.48 
4-(2) 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。 3.92 0.54 
4-(3) 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。 3.94 0.44 
4-(4) 新しいアイテ、ィアを出し合い協力しあおうとしている。 3.96 0.44 

来E 4-(5) 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。 3.40 0.60 

市哉 4-(6) 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。 4.12 0.75 

体 4-(7) 管理職の意向や助百が研修の中で有効に位置づけられ機能している。 4.02 0.44 
制 4-(8) 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。 3.80 0.50 
4-(9) 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある。 3.94 0.38 

4-(10 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされている。 3.38 0.51 

4-(11 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。 3.26 0.74 

4-(12 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。 3.40 0.68 
5-(1 ) 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。 4.16 0.51 
5-(2) 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。 3.96 0.51 

目
5-(3) 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。 4.20 0.51 
5-(4) 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。 3.90 0.71 
5-(5) 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。 4.02 0.64 

号日凡又

五1E
5-(6) 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。 3.96 0.54 

5-(7) 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。 3.62 0.67 
5-(8) 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されている。 3.94 0.62 
5-(9) 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。 4.28 0.44 
6-(1 ) 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している 3.10 0.85 
6-(2) 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている 3.64 0.65 
6-(3) 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている 3.78 0.60 

石汗
6-(4) 単元構想やカリキュラム開発を意識した事剛検討が積極的に行われている 3.90 0.62 
6-(5) 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となっている 4.02 0.56 

修
6-(6) 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。 3.94 0.50 

内

容
6-(7) 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。 3.94 0.50 
6-(8) 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。 3.40 0.59 
6-(9) 研修内容や分析方法は、目IJ年度踏襲となっていて目新しさを感じない。 2.62 0.86 

6-(10 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。 3.76 0.70 

6-(11 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。 4.28 0.51 
7-(1 ) 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。 4.12 0.46 
7-(2) 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報交換している。 4.32 0.51 
7-(3) 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。 4.12 0.72 

同
7-(4) 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。 4.20 0.51 

僚
7-(5) 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。 3.82 0.80 

1生 7-(6) 
教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。 4.00 0.48 

7-(7) 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を晶めようとする雰囲気がある。 3.98 0.65 
7-(8) 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。 4.18 0.51 
7-(9) お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。 3.76 0.77 

7-(10 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。 4.08 0.51 

(十pく.10 *pく.05 **pく.01 ***pく.001)
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富士市公立小学校
(n=142) 

平均 SD 
3.79 0.60 

3.48 1.04 

3.46 0.72 

4.05 0.59 

4.36 0.59 

3.86 0.65 

4.07 0.53 

3.99 0.61 

4.50 0.60 

4.39 0.50 

3.67 1.00 

4.03 0.62 

3.96 0.70 

3.91 0.71 

3.89 0.65 

3.73 0.66 

4.01 0.68 

4.01 0.57 

3.61 0.67 

3.66 0.66 

3.44 0.68 

3.27 0.96 

3.43 0.87 

4.15 0.61 

4.00 0.58 

4.24 0.57 

3.90 0.58 

3.94 0.65 

3.89 0.58 

3.55 0.64 

3.88 0.60 

3.99 0.63 

2.99 0.84 

3.53 0.74 

3.66 0.87 

3.52 0.81 

3.92 0.70 

3.84 0.64 

4.00 0.56 

3.38 0.90 

2.67 0.81 

3.76 0.66 

4.28 0.61 

3.90 0.69 

4.20 0.63 

4.04 0.79 

4.08 0.78 

3.92 0.81 

4.06 0.65 

3.92 0.73 

4.06 0.65 

3.72 0.74 

4.27 0.68 

問問

問

問

閉

T 
閉

聞

聞

問



表8-8. 連携校と富士市内小学校との比較

一←小学校連携協力校(n=50) 一←富士市公立小学校(n=142)

。 1 2 3 4 5 
ん己 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。 v 

田H んE土 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。 く窓
んE工 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的である。 ヤ制

相事 んごE 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。

ん己 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。

ーM ::土 自校の校内研修の内容L満足している。 4 
Mti 自校の教育ド関して誇りをもっている。

制 市立L 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。
E辻

生涯にわたって授業力を晶めていきたいという気持ちがある。慎 M~ 

M~工 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 〈

r七百三 日々多忙のため、研修Lなかなか取り組めない。

吐ヰ 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 ~ 
寸!::!- 研修推進に関しては管理職のリ ダ シップが発揮されている。 〈ご
寸e 全職員が研修に前向きに取り組んでい」うとする雰囲気がある。 ~ 寸:!. 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。

..;.~ユ 校外の研修や研究会等へ参加する」とに熱心である。

事士縫主 ..;.~ 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。

+ と乙 管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能している。
5記

..;.~ 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。

寸巴 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れてい」うとする雰囲気がある。

寸日 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされてい

寸ロ 地区の異種絞(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。

〈
bア

守口 外部人材(学習ボフンTイア)の有効な活用が進んでいる。

J，~ 研修の目指すべき方向やTーマが多くの職員に共有されている。

出土土 自己課題と研修Tーマが一致しているため有益で、ある。

ムe 研修の内容は、学校教育目標等を実現する」とlこつながっている。

似 J，~ 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。

ケ理総車 J、む 研修Tーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。

IIII 
"'O!o 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。

h ムEニ 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。

ムg 『思考力・判断力・表現力』の育成を念頭においた研修が推進されている。

J、~ 昌語活動の充実を意識した研修が推進されている。

"'::土 研究集録(紀要)等を作成し有効ド活用している

ねb!i 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている

lbe 大学教員を初めとする外部指導者の助昌は研修推進に役立っている

ゆ:!. 単π構想やカリキユフム開発を意識した事前検討が積極的L行われている

{~ lb~ 事後検討会1::おいては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となっ

くくK 
占o!o 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。

ま日全E 
占とニ 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。

占~ 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。

ねbe 研修内容や分析方法は、目11年度踏襲となっていて目新しさを感じない。

由日 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。

.( 
P 

ゅロ 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。

b r--::!. 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。

r--!:土 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報父換している。

rよe 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。

rよさE 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。 h 
主目 rよ~ 中堅・ベナフンの教師のリ ダ シップにより、研修が活性化されている。 4 

ケ
型民

教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。E ~~ 

rよと 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を晶めようとする雰囲気がある。

5 rよ2旦 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。

r--~ お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。 p時
h 日 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。
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君手 番号

事
2-(1 ) 

2-(2) 
業
2-(3) 

効

果
2-(4) 

2-(5) 

3-(1 ) 

j両
3-(2) 

3-(3) 
足
3-(4) 

度
3-(5) 

3-(6) 

4-(1 ) 

4-(2) 

4-(3) 

4-(4) 

来E 4-(5) 
市哉 4-(6) 
体 4-(7) 
制 4-(8) 
4-(9) 

4-(10 

4-(11 

4-(12 

5-(1 ) 

5-(2) 

目
5-(3) 

5-(4) 

5-(5) 
号日凡又

F五E 5-(6) 
5-(7) 
5-(8) 

5-(9) 

6-(1 ) 

6-(2) 

6-(3) 

石汗
6-(4) 

6-(5) 
修
6-(6) 

内
容
6-(7) 
6-(8) 

6-(9) 

6-(10 

6-(11 

7-(1 ) 

7-(2) 

7-(3) 

同
7-(4) 

僚
7-(5) 

1生 7-(6) 
7-(7) 

7-(8) 

7-(9) 

7-(10 

表9-A. 連携中学校と富士市内中学校の比較

質問項目

研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。

本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。

市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的である。

本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。

校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。

自校の校内研修の内容に満足している。

自校の教育に関して誇りをもっている。

校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。

生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。

学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。

日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。

校内研修は学校経営の中核に位置付いている。

研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。

全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。

新しいアイテ、ィアを出し合い協力しあおうとしている。

校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。

研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。

管理職の意向や助百が研修の中で有効に位置づけられ機能している。

多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。

新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある。

学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされている。

地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。

外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。

研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。

自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。

研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。

授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。

研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。

個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。

子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。

「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されている。

言語活動の充実を意識した研修が推進されている。

研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している

研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている

大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている

単元構想やカリキュラム開発を意識した事剛検討が積極的に行われている

事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となっている。

研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。

校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。

事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。

研修内容や分析方法は、目IJ年度踏襲となっていて目新しさを感じない。

授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。

子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。

教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。

普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報交換している。

年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。

学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。

中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。

教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。

教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を晶めようとする雰囲気がある。

分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。

お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。

自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。

(十pく.10 *pく.05 **pく.01 ***pく.001)
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中学校連携協力校
(n二58)

平均 SD 
4.09 0.54 

4.23 0.54 

3.93 0.49 
4.12 0.43 
4.14 0.52 

4.00 0.46 
3.96 0.57 

3.86 0.55 

4.55 0.50 

4.23 0.60 

3.70 0.82 

3.88 0.51 

3.86 0.67 

3.81 0.64 

3.88 0.63 

3.42 0.71 
4.37 0.62 

3.96 0.54 

3.68 0.72 

3.73 0.77 

3.23 0.74 

3.41 0.85 
2.89 0.87 

4.02 0.65 

3.89 0.53 

4.05 0.44 
3.82 0.51 

3.93 0.54 

3.84 0.71 

3.16 0.66 

3.82 0.58 

3.96 0.54 

3.04 0.69 

3.75 0.58 

4.16 0.56 

3.47 0.71 
3.95 0.48 
3.84 0.59 

4.00 0.53 

3.63 0.67 

2.79 0.62 

3.88 0.50 

4.30 0.46 
3.74 0.77 

4.30 0.46 
4.00 0.80 

3.96 0.65 

3.93 0.73 

3.96 0.73 

3.93 0.70 

3.91 0.79 

3.74 0.81 

4.05 0.67 

富士市公立中学校
(n=83) 

平均 SD 
3.89 0.69 

3.58 1.02 

3.57 0.67 

3.95 0.82 

4.26 0.75 

3.83 0.74 

4.02 0.61 

3.89 0.74 

4.58 0.54 

4.31 0.80 

3.48 1.13 
3.95 0.77 

4.21 0.72 

3.60 0.79 

3.68 0.72 

3.67 0.85 

3.78 0.77 

4.19 0.57 

3.58 0.76 

3.58 0.65 

3.19 0.78 

3.35 0.92 

2.81 0.92 

3.99 0.73 

3.80 0.73 

4.23 0.58 

3.88 0.62 

3.90 0.63 

3.78 0.72 

3.47 0.73 
3.78 0.84 

3.72 0.91 

2.73 0.99 

3.25 0.85 

3.78 0.99 

2.94 0.89 

3.95 0.79 

3.78 0.81 

3.90 0.81 

4.11 0.78 

2.90 0.76 

3.78 0.84 

4.36 0.80 

3.73 0.76 

4.38 0.56 

3.95 0.63 

4.16 0.70 

3.71 0.75 

3.79 0.74 

3.78 0.64 

3.83 0.65 

3.41 0.95 
4.28 0.75 

T 
問問
時間

T 

閉

問
問問
問

問

問

T 
問
問問
閉
時間

聞閉

T 
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問
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表9-8. 連携校と富士市内中学校の比較

一←中学校連携協力校 一←富士市公立中学校
(n=58) (n=83) 。 1 2 3 4 5 

N一，....， 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有・.

交
開

輔・暁蚕ー

N白~ヱ 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に・.

N 白~ 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果・.

内白 ( 三E 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 .~ 

んE 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。
尚白 ( 三 自校の校内研修の内容に満足している。 虫、;

m 白~ヱ 自校の教育に関して誇りをもっている。 伊
制慎民

m一~ 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 • トm~ 生涯にわたって授業力を高めていきたいとし巧気持ちがある。

尚白 ( 己 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 〈
ri-、 ε 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。 t-
寸~ 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 /、ノ寸己 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。 -咽

寸~ 全職員が研修に剛向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。 開
寸芝 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。

寸E 校外の研修や研究会等へ参加することに熱11)である。

土事雪Z島壁量E 
寸白 ~ 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。

メ/てラ¥ 
寸白 ( じ 管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能し・・ • 
寸~ 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感であ u r;，. 
寸一 e: 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲・.

守日 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換が・. 〈
寸口 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んで・.

寸口 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。

山白 ( 三 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。

的ι(立 自己課題と研修テーマが一致しているため有益で、ある。

Li1!i 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。

{脳聴~ 
ふさE 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組・・ 4 

ふさと 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっ・・ い
皿 の白 ~ 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。 j ムE 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。 ' 山一 ~ 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進さー 司
の白 e: 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。

③~2 土 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している

J，~ 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれ・.

<.b一~ 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立って・.

c白~ 単元構想やカリキュラム開発を意識した事前検討が積極的に行・.

思
臨在聖渥

<.b一(巴 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合一

‘司t φs  研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られー

φEニ 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められー t、
φ~ 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されてい・・

可φ~ 研修内容や分析方法は、円IJ年度踏襲となっていて目新しさを感じu 伊
tD2 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがあ・. 4 LD= 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。

h白3: 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。

3 h 一~ 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報父換・.

h 一~ 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がー

Tよ，、主(主 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気が・.

主畢E 目
rえι ( どユ 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されー

r:...ι~ 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。

h一(じ 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を高めようとする雰囲・.

A白~ 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合って・.

h一e: お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。

h 日 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものー
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表1Q-A 小学校と中学校の比較

君手 番号 質問項目

事
2-(1 ) 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。
2-(2) 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。
業
2-(3) 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的である。
効

果
2-(4) 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。
2-(5) 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。
3-(1 ) 自校の校内研修の内容に満足している。

j両
3-(2) 自校の教育に関して誇りをもっている。
3-(3) 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。
足
3-(4) 生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。
度
3-(5) 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。
3-(6) 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。
4-(1 ) 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。
4-(2) 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。
4-(3) 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。
4-(4) 新しいアイテ、ィアを出し合い協力しあおうとしている。

来E4-(5) 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。
市哉 4-(6) 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。

体 4-(7) 管理職の意向や助百が研修の中で有効に位置づけられ機能している。
制 4-(8) 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。
4-(9) 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある。
4-(10 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされている。
4-(11 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。
4-(12 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。
5-(1 ) 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。
5-(2) 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。

目
5-(3) 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。
5-(4) 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。
5-(5) 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。

号日凡又

F五E5-(6) 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。
5-(7) 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。
5-(8) 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されている。
5-(9) 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。
6-(1 ) 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している
6-(2) 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている
6-(3) 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている

石汗
6-(4) 単元構想やカリキュラム開発を意識した事剛検討が積極的に行われている
6-(5) 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となっていを
修
6-(6) 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。
内
容
6-(7) 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。
6-(8) 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。
6-(9) 研修内容や分析方法は、目IJ年度踏襲となっていて目新しさを感じない。
6-(10 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。
6-(11 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。
7-(1 ) 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。
7-(2) 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報交換している。
7-(3) 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。

同
7-(4) 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。

イ奈
7-(5) 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。

1生
7-(6) 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。
7-(7) 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を晶めようとする雰囲気がある。
7-(8) 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。
7-(9) お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。
7-(10 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。

(十pく.10 *pく.05 **pく.01 ***pく.001)
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小学校 (n二192)

平均 SD 
3.75 0.63 
3.66 0.99 
3.48 0.69 
4.06 0.58 
4.35 0.58 
3.88 0.63 
4.04 0.52 
3.98 0.60 
4.47 0.61 
4.33 0.57 
3.76 1.00 
4.03 0.60 
3.95 0.68 
3.92 0.66 
3.91 0.62 
3.64 0.69 
4.04 0.69 
4.02 0.54 
3.66 0.67 
3.74 0.64 
3.42 0.67 
3.27 0.96 
3.42 0.86 
4.16 0.62 
3.99 0.58 
4.23 0.56 
3.90 0.58 
3.96 0.64 
3.91 0.59 
3.56 0.63 
3.90 0.59 
4.07 0.63 
3.02 0.84 
3.56 0.73 
3.69 0.82 
3.62 0.80 
3.95 0.69 
3.86 0.61 
3.98 0.55 
3.39 0.86 
2.66 0.80 
3.76 0.69 
4.28 0.59 
3.95 0.66 
4.23 0.61 
4.06 0.75 
4.11 0.75 
3.90 0.80 
4.04 0.63 
3.93 0.69 
4.09 0.64 
3.73 0.71 
4.22 0.67 

中学校 (n二141)

平均 SD 
3.97 0.64 
3.86 0.90 
3.71 0.63 
4.02 0.69 
4.21 0.67 
3.90 0.65 
4.00 0.60 
3.88 0.67 
4.58 0.52 
4.28 0.73 
3.58 1.02 
3.91 0.67 
4.06 0.72 
3.68 0.73 
3.76 0.68 
3.56 0.80 
4.01 0.77 
4.10 0.57 
3.63 0.74 
3.64 0.71 
3.21 0.76 
3.38 0.89 
2.85 0.90 
4.00 0.70 
3.84 0.66 
4.16 0.53 
3.85 0.58 
3.91 0.60 
3.80 0.72 
3.35 0.72 
3.79 0.74 
3.82 0.79 
2.86 0.89 
3.45 0.79 
3.93 0.86 
3.15 0.86 
3.95 0.68 
3.80 0.73 
3.94 0.71 
3.91 0.77 
2.84 0.70 
3.82 0.72 
4.34 0.68 
3.73 0.76 
4.35 0.52 
3.97 0.71 
4.08 0.69 
3.80 0.75 
3.86 0.74 
3.84 0.67 
3.86 0.71 
3.54 0.91 
4.20 0.70 
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表 10-8 小学校と中学校の比較

一←小学校 (n=192) 一←中学校 (n=141)
。 1 2 3 4 5 

N::!. 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効で・. ~ 

蚕韓鴨司肱

NR  己 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図って・. でN 白~ 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的で・. P 
N白~ 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 E同
N白(己 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。 •• 
m白2: 自校の校内研修の内容に満足している。

尚白( 己 自校の教育に関して誇りをもっている。

幽摂醍
M~ 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 目

尚白 ( 三E 生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。

問白 ( ピヱ 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 ~ 
トme: 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。

寸ご立 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 〆、J 寸cヱ 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。 “建
寸c 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。

寸t~ 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。

寸~巴 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。

遍華饗思忌
寸ε 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。

寸巳 管理職の意向や助冨が研修の中で有効に位置づけられ機能してい・・

寸~ 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。

寸~巴 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気・.

寸日 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見父換がなさ・ 厩

寸= 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。 P 
て，rrF、4J 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。

的~立 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。

山~己 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。

山~巴 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。

0EdBl"4 M E ロ

山白 ( 三E 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでー

山白 ( 己 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっていー P 皿 山，e: 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。

J 山白 ( 巳 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。 ル
山白 ( 包 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されてー 11;: 

山~色 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。

"，， 2 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している

φ5  研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている

、b巴 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている

φ 主主 単元構想やカリキュラム開発を意識した事前検討が積極的に行わ・.

曲E 堪庖

φ巴 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場・・

《u，e: 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られてー

<.D白(巳 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められてー

<.b白~ 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。 民〈
J，~ 研修内容や分析方法は、目11年度踏襲となっていて目新しさを感じなー P 
ω 日 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。

4 
b 

ω口 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。

r-.::!. 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。

院r:..白(己 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報交換して・.

r:..白 ~ 年齢差、立場の遣いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。 司
r!..~ 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。 b 

型車E 
r-.白(巴 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されてー 4 
r:..白e: 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。 P r三~巳 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を高めようとする雰囲気・.

ポ
~~ 分掌や学年の仕事においておEいにのりしろをもって助け合っている。

~~ お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。

h 日 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものが・・
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表11-A. 小学校世代別比較

君手 番号 質問項目
20代(n=32)30代(n=35)40代(n=73)50代(n=53)

平均 SD 平均 SD 平均 SD 平均 SD 

事
2-(1 ) 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。 3.59 0.67 3.86 0.60 3.71 0.63 3.81 0.62 

2-(2) 校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。 3.63 1.01 3.54 1.07 3.68 0.97 3.74 0.98 
業
2-(3) 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画 は効果的である。3.47 0.67 3.29 0.86 3.60 0.64 3.45 0.64 
効
果
2-(4) 校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 4.22 0.61 4.03 0.75 3.99 0.51 4.08 0.51 

2-(5) 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。 4.50 0.51 4.31 0.72 4.33 0.56 4.30 0.54 

3-(1 ) 自校の校内研修の内容に 足している。 4.06 0.80 3.91 0.51 3.84 0.58 3.79 0.66 

j苗
3-(2) 自校の教育に関して誇りをもっている。 4.13 0.61 4.00 0.49 4.00 0.50 4.08 0.51 

3-(3) 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 4.25 0.62 3.94 0.59 3.92 0.60 3.94 0.57 
足
3-(4) 生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。 4.63 0.66 4.49 0.56 4.48 0.58 4.36 0.65 
度
3-(5) 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 4.44 0.50 4.43 0.50 4.36 0.54 4.17 0.67 

3-(6) 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。 3.91 0.93 3.83 1.07 3.58 1.07 3.87 0.88 

4-(1 ) 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 3.84 0.72 4.11 0.53 4.00 0.58 4.13 0.59 

4-(2) 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。 3.88 0.71 3.94 0.68 3.97 0.67 3.96 0.68 

4-(3) 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。 3.97 0.69 3.83 0.75 3.92 0.70 3.94 0.53 

4-(4) 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。 3.94 0.72 3.91 0.74 3.88 0.55 3.92 0.58 

組 4-(5) 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心で、ある。 3.88 0.61 3.63 0.84 3.53 0.67 3.66 0.62 

3載 4-(6) 研修主任等がリーダーシップを発揮し授業研究を進めている。 4.44 0.67 4.20 0.58 3.93 0.67 3.83 0.67 * 20 >40 =50 
体 4-(7) 管理職の意向や助盲が研修の中で有効に位置づけられ機能している。 4.06 0.50 4.17 0.51 3.96 0.56 3.96 0.55 
告IJ 4-(8) 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。 4.00 0.57 3.77 0.81 3.53 0.65 3.55 0.61 * 20 >40 =50 
4-(9) 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある 3.75 0.62 3.80 0.72 3.71 0.61 3.72 0.63 

4-(10 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされてし 3.34 0.75 3.51 0.78 3.41 0.60 3.43 0.64 

4-(11 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。 3.38 0.87 3.31 1.08 3.16 1.01 3.32 0.87 

4-(12 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。 3.22 0.91 3.34 1.00 3.53 0.78 3.43 0.82 

5-(1 ) 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。 4.25 0.72 4.17 0.62 4.07 0.63 4.21 0.53 

5-(2) 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。 4.16 0.57 4.00 0.64 3.92 0.62 3.98 0.46 

目
5-(3) 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。 4.22 0.71 4.37 0.49 4.16 0.55 4.23 0.51 

5-(4) 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。 3.88 0.55 3.91 0.57 3.88 0.62 3.94 0.57 

5-(5) 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。 4.06 0.76 3.94 0.73 3.97 0.55 3.91 0.63 
号百凡又

疋.......... 5-(6) 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。 4.00 0.67 3.91 0.51 3.88 0.58 3.89 0.61 

5-(7) 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。 3.41 0.67 3.71 0.67 3.59 0.57 3.53 0.64 

5-(8) 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されている。 3.78 0.71 4.11 0.63 3.86 0.51 3.87 0.59 

5-(9) 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。 4.06 0.76 4.20 0.63 4.04 0.56 4.02 0.64 

6-(1 ) 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している 3.19 0.90 2.71 0.96 3.10 0.73 3.02 0.82 

6-(2) 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイ子、イアが盛り込まれている 3.63 0.71 3.57 0.85 3.55 0.73 3.52 0.67 

6-(3) 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている 3.78 0.83 3.63 0.91 3.67 0.82 3.69 0.76 

E牙
6-(4) 単元構想やカリキュラム開発を意識した事前検討が積極的に行われてし同 3.63 0.79 3.46 0.89 3.71 0.77 3.60 0.77 

6-(5) 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となっ 3.94 0.84 4.03 0.71 4.00 0.65 3.83 0.64 
{彦
6-(6) 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。 4.06 0.56 3.86 0.65 3.88 0.58 3.73 0.63 
内
容
6-(7) 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。 3.97 0.59 4.06 0.54 4.00 0.53 3.92 0.58 

6-(8) 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。 3.63 0.75 3.40 1.03 3.36 0.87 3.28 0.77 

6-(9) 研修内容や分析方法は、前年度踏襲となっていて目新しさを感じない。 2.72 0.96 2.63 0.88 2.70 0.78 2.58 0.69 

6-(10 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。 3.72 0.73 3.77 0.81 3.81 0.62 3.70 0.70 

6-(11 子ども同土の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。 4.34 0.65 4.34 0.64 4.29 0.51 4.19 0.62 

7-(1 ) 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。 4.06 0.80 3.86 0.65 3.97 0.64 3.92 0.58 

7-(2) 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報交換している。4.41 0.50 4.40 0.55 4.14 0.69 4.15 0.53 
7-(3) 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。 4.31 0.93 4.00 0.87 3.96 0.70 4.09 0.56 

同
7-(4) 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。 4.44 0.76 4.00 0.87 4.01 0.75 4.11 0.61 

僚
7-(5) 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。 4.16 1.02 3.91 0.82 3.84 0.75 3.81 0.71 

1生 7-(6) 
教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。 4.19 0.78 4.09 0.51 3.96 0.68 4.04 0.52 

7-(7) 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を高めようとする雰囲気がある。4.22 0.75 3.97 0.71 3.88 0.67 3.81 0.65 

* 20 >30 =40 

7-(8) 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。 4.28 0.68 4.11 0.72 3.93 0.65 4.17 0.47 * 20 >40 
7-(9) お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。 3.53 0.84 3.74 0.79 3.71 0.70 3.87 0.56 

7-(10 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。 4.31 0.64 4.40 0.74 4.19 0.72 4.08 0.52 
』 . . . .. _. . -ー、
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表 11-8 小学校世代別比較

一+ー20イモl
一骨-30代; 0一ー-40イモ ー噌ー350イモ1

1 2 34  5 

N2 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外 との連一
惨'

冊耐震輔

んと1 校においては大学をはじめとする外 との連携を積極一

ぺNE 市教委指 主事と大学教員が合同で実施する計画訪問・・ ド?
んさE 校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 判 ' 
N目~ 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重・.

" m2 自校の校内研修の内 に満足している。

M~ 自校の教育に関して誇りをもっている。

脳提同
げhE 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 4 

ふさE 生涯にわたって授業力を晶めていきたいという気持ちが・.

m目~ 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じて・. 圃

rサ~ê: 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。 除
寸己 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 μd 
寸t~ 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮され・. -< 
寸~巴 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気・. 、寸三E 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。 回

寸~どユ 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。 ' 
草岳護軍
寸S 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進め・・

寸~とニ 管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられー

寸包 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について・・ ' 寸~旦 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうと・

く寸ヨ 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見・. ーと
守I .-同4 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携・.

寸口 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。

〈山1.::::!. 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されー

山，~ 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。

ー
u1~ 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつな・・

{部聴阿
山~三E 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して・・

山~どユ 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善に一 炉
回 山ε 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。

山目 ( とニ 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感して・.

r 
~ 

山白( 包 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修がー

m目~ 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。

、b己 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している

φ5  研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイデ、ィアが盛り・・

φ目E 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に・. • 
φ三E 単元構想、やカリキュラム開発を意識した事別検討が積極・.

院{~ φ~ どユ 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く・・

是E臨主 lbe: 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化一
φε 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的にー 4 

、b目~ 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用さー
uJ~ 研修内容や分析方法は、前年度踏襲となっていて目新レ・

。2 授業実践において学校全体で共有している具体的な手・.

KDB FF4 4 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されー 4 
~2 教員聞で授業や教材についてよく話し合っている。

~~ 昔段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情・・

rよとユ 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰日

「九~三E 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰・.

型車E 
~~ 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活一 4 
~~ 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めてー

『え-と(ニ 教師がそれぞ、れの個性を認めあい専門性を晶めようとす・.

可〆~~ 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助・.

~~ お互いに授業を見せ合い建設的に批判し合う雰囲気が一

h 日 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、..
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表12-A 中学校世代別比較

群 番号 質問項目
20代(n=32)

平均 SD 

事
2-(1 ) 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。 4.18 0.72 

2-(2) 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。4.00 0.86 
業
2-(3) 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的である。 3.93 0.60 
効
2-(4) 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 4.21 0.57 
果
2-(5) 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。 4.21 0.69 

3-(1 ) 自校の校内研修の内容に満足している。 4.07 0.54 

;両
3-(2) 自校の教育に関して誇りをもっている。 4.04 0.79 

3-(3) 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 4.14 0.65 
足
3-(4) 生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。 4.79 0.42 
度
3-(5) 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 4.29 0.81 

3-(6) 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。 3.18 0.98 

4-(1) 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 3.82 0.72 

4-(2) 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。 4.07 0.81 

4-(3) 全職員が研修に ~IJ 向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。 3.71 0.76 

4-(4) 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。 3.71 0.76 

組 4-(5) 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。 3.82 0.77 

織 4-(6) 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。 4.21 0.74 

体 4-(7) 管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能している。 4.29 0.53 

制 4-(8) 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。 3.86 0.89 

4-(9) 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある。 3.75 0.84 

4-(1 C 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされている。3.21 0.96 

4-(11 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。 3.57 0.84 

4-(12 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。 2.89 1.10 

5-(1 ) 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。 4.18 0.72 

5-(2) 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。 3.89 0.74 

目
5-(3) 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。 4.14 0.52 

5-(4) 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。 3.96 0.51 

5-(5) 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。 3.89 0.42 
号E凡又

五，....己-司
5-(6) 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。 3.86 0.76 

5-(7) 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。 3.39 0.74 

5-(8) 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されている。 3.71 0.85 

5-(9) 盲語活動の充実を意識した研修が推進されている。 3.96 0.79 

6-(1 ) 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している 3.19 0.88 

6-(2) 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている 3.46 0.96 

6-(3) 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている 4.00 0.82 

研
6-(4) 単元構想やカリキュラム開発を意識した事前検討が積極的に行われている 3.32 1.02 

修
6-(5) 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となってし 4.07 0.60 

6-(6) 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。 4.04 0.64 
内
6-(7) 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。 4.14 0.80 
容
6-(8) 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。 3.89 0.50 

6-(9) 研修内容や分析方法は、前年度踏襲となっていて目新しさを感じない。 2.64 0.62 

授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。 3.93 0.60 

子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。 4.57 0.50 

7-(1 ) 教員聞で、授業や教材についてよく話し合っている。 4.00 0.72 

7-(2) 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報交換している。 4.68 0.48 

7-(3) 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。 4.07 0.94 

同
7-(4) 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。 4.32 0.77 

僚
7-(5) 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。 4.18 0.82 

1生
7-(6) 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。 4.18 0.86 

7-(7) 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を品めようとする雰囲気がある。 4.18 0.72 

7-(8) 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。 4.04 0.79 

7-(9) お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。 3.68 0.90 

7-(1 C自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。 4.39 0.63 
~ ・ ・.量 . . 
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30代(n=35)40代(n=73)

平均 SD 平均 SD 

3.71 0.76 4.05 0.57 

3.79 0.88 3.89 1.02 

3.46 0.74 3.68 0.58 

3.93 0.94 3.95 0.66 

4.07 0.81 4.38 0.59 

3.86 0.89 3.73 0.65 

4.07 0.54 3.92 0.60 

3.82 0.86 3.81 0.62 

4.67 0.48 4.62 0.55 

4.46 0.64 4.43 0.60 

3.79 1.17 3.89 0.88 

3.93 0.81 3.92 0.73 

3.89 0.96 4.22 0.53 

3.75 0.80 3.57 0.73 

3.79 0.79 3.59 0.76 

3.50 0.84 3.32 0.88 

4.14 0.93 3.81 0.84 

4.07 0.60 4.03 0.64 

3.79 0.63 3.35 0.68 

3.71 0.66 3.49 0.73 

3.21 0.74 3.22 0.75 

3.29 0.94 3.32 0.94 

2.82 0.90 2.76 0.80 

3.96 0.84 4.00 0.67 

3.89 0.79 3.73 0.65 

4.18 0.55 4.19 0.57 

3.89 0.69 3.81 0.57 

4.00 0.80 3.84 0.55 

3.89 0.69 3.68 0.82 

3.39 0.74 3.24 0.72 

3.79 0.88 3.84 0.69 

3.79 1.03 3.81 0.66 

2.71 0.98 2.73 0.93 

3.32 0.94 3.42 0.73 

3.82 1.02 4.14 0.89 

3.00 0.86 3.08 0.76 

3.96 0.79 3.84 0.76 

3.68 0.94 3.68 0.71 

3.93 0.98 3.78 0.63 

3.96 0.96 3.86 0.79 

2.89 0.63 2.84 0.60 

3.70 1.07 3.78 0.71 

4.21 0.92 4.35 0.75 

3.64 0.78 3.62 0.86 

4.46 0.51 4.22 0.53 

4.04 0.64 3.84 0.76 

4.14 0.80 3.92 0.64 

3.93 0.86 3.59 0.76 

3.86 0.89 3.65 0.63 

4.00 0.67 3.54 0.65 

3.89 0.74 3.78 0.82 

3.32 1.02 3.54 0.99 

4.29 0.76 4.16 0.73 

50代(n=53)

平均 SD 

3.93 0.51 

3.79 0.86 

3.77 0.57 

4.02 0.60 

4.14 0.60 

3.95 0.49 

4.00 0.49 

3.79 0.56 

4.35 0.53 

4.02 0.78 

3.44 0.96 

3.95 0.49 

4.02 0.60 

3.70 0.67 

3.91 0.43 

3.63 0.66 

3.98 0.56 

4.05 0.49 

3.60 0.69 

3.65 0.61 

3.19 0.66 

3.35 0.87 

2.91 0.87 

3.91 0.61 

3.86 0.52 

4.14 0.52 

3.79 0.56 

3.93 0.60 

3.81 0.63 

3.38 0.70 

3.81 0.63 

3.74 0.73 

2.86 0.77 

3.56 0.59 

3.79 0.74 

3.21 0.83 

3.95 0.58 

3.84 0.61 

3.95 0.43 

3.93 0.80 

2.95 0.85 

3.86 0.52 

4.26 0.49 

3.70 0.67 

4.16 0.43 

3.98 0.51 

4.02 0.56 

3.65 0.48 

3.84 0.57 

3.77 0.53 

3.79 0.51 

3.60 0.76 

4.05 0.66 

* 20代>30i"t

* 20代>3Mt

* 20代>50ft

* 20代く4Mt

* 20代>4Mt=501-t

* 20代>401-t=501-t
* 20代>401-t
* 201~>401~=501~ ， 301~ >401~ 



表12-8 中学校世代別比較

一←-20代，-ー-30代;--+- 40Ó-t ー←1- 50代~ 3 4 5 
N白2: 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連・.

当
P 

摂輔怖l1li( 

r吋~~可 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極・.

N 白~ 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問・.

r:.白J~ 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。

NLii 巴 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重・.

m白2: 自校の校内研修の内容に満足している。

げh~可 自校の教育に関して誇りをもっている。

出提回
M巴( 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。
尚白 ( 早 生涯にわたって授業力を晶めていきたいとしづ気持ちが・.

rO~ 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じて・. く
m白e: 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。

"j.~ 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。

、ノ、、寸白 ( 己 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮され・. 伺
寸白 ( 旦 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気・.

"j.:f 新しいアイデ、ィアを出し合い協力しあおうとしている。 予
寸白 ( 己 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。

逼士撃事重忌
寸~忠 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めー ' 
寸じ 管理職の意向や助冨が研修の中で有効に位置づけられ・.

寸白 ~ 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向についてー

-‘ 
寸旦 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとー

守日 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見・. ~ 
寸t .-寸4 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携・.

寸口 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。

山白 ( 己 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有さー

u1~ 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。

山白 ~ 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつな・・

側部聴

山~主 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識してー

ム巴 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善に一 〉
回 山~忠 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。 J m白Eニ 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感して・. ~ 
山白 ~ 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が・・ a司

cAe: 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。

φ白(己 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している

、b~土 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイテ、ィアが盛・.

φ~ 大学教員を初めとする外部指導者の助冨は研修推進に・.

φ白(さE 単元構想やカリキュラム開発を意識した事目IJ検討が積極・.

開書
JJLfi ピユ 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深くー

φε 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化一

JJEニ 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に一
φι ~ 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用一

φ白e: 研修内容や分析方法は、前年度踏襲となっていて目新レ・ デ
kD。cF4 コ 授業実践において学校全体で共有している具体的な手・.

~ KD 'FH 4 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進され・.

》
~、(己 教員間で授業や教材についてよく話し合っている。

~ t土 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情・.

~~ 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰一 司
r-!.~ 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰・.

主睡E 目
rよ巴 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活・・ 4 
~~ 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めてー

ドι(巳 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を晶めようとす・.

1 ~~ 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助・.

r-!.ai ε お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気が・.

ふh 日 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、 .. 
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表13-A 小中男女別比較
小学校男性

君手 番号 質問項目 (n二81)

均 SD 

事
2-(1 ) 研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効である。 3.81 0.67 

2-(2) 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。 3.60 0.88 
業
2-(3) 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的である。 3.52 0.69 
効
2-(4) 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。 4.04 0.60 
果
2-(5) 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。 4.30 0.60 

3-(1) 自校の校内研修の内容に満足している。 3.80 0.73 

満
3-(2) 自校の教育に関して誇りをもっている。 3.98 0.55 

3-(3) 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。 4.00 0.63 
足
3-(4) 生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。 4.42 0.65 
度
3-(5) 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じている。 4.37 0.60 

3-(6) 日々 多忙のため、研修になかなか取り組めない。 3.74 0.95 

4-(1) 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。 3.98 0.67 

4-(2) 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。 3.90 0.72 

4-(3) 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。 3.83 0.77 

4-(4) 新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。 3.85 0.67 

組 4-(5) 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心で、ある。 3.57 0.77 

織 4-(6) 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。 4.04 0.66 

体 4-(7) 管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能している。 3.98 0.57 

告IJ4-(8) 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感である。 3.49 0.81 

4-(9) 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある。 3.60 0.70 

4-(10 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされている。 3.31 0.70 

4-(11 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。 3.20 0.90 

4-(12 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。 3.43 0.87 

5-(1) 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。 3.98 0.71 

5-(2) 自己課題と研修テーマが一致しているため有益である。 3.90 0.62 

目
5-(3) 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。 4.20 0.58 

5-(4) 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。 3.86 0.61 

5-(5) 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。 3.94 0.68 
吾日凡又

厄~ 5-(6) 個々 の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。 3.86 0.67 

5-(7) 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。 3.49 0.67 

5-(8) 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推進されている。 3.85 0.67 

5-(9) 冨語活動の充実を意識した研修が推進されている。 3.95 0.74 

6-(1) 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している 2.96 0.86 

6-(2) 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイテ、ィアが盛り込まれている 3.56 0.71 

6-(3) 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている 3.66 0.78 

研
6-(4) 単元構想やカリキュラム開発を意識した事前検討が積極的に行われている 3.60 0.86 

修
6-(5) 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となってい 3.95 0.72 

6-(6) 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。 3.80 0.62 
内
6-(7) 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。 3.88 0.62 
容
6-(8) 事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。 3.40 0.82 

6-(9) 研修内容や分析方法は、前年度踏襲となっていて目新しさを感じない。 2.79 0.83 

6-(10 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。 3.75 0.66 

子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。 4.25 0.58 

7-(1 ) 教員間で授業や教材についてよく話し合っている。 3.79 0.68 

7-(2) 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報交換している。 4.07 0.65 

7-(3) 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。 3.96 0.81 

同
7-(4) 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。 3.94 0.87 

僚
7-(5) 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。 3.78 0.85 

1生
7-(6) 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。 3.93 0.70 

7-(7) 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を品めようとする雰囲気がある。 3.84 0.72 

7-(8) 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。 3.95 0.74 

7-(9) お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。 3.65 0.76 

7-(10 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学ぶものがある。 4.19 0.73 
』 . ...L..I_・ .ー
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小学校女性 中学校男性
(n二112) (n二79)

均 SD 均 SD 

3.70 0.60 4.01 0.69 

3.71 1.07 3.85 0.95 

3.46 0.70 3.77 0.62 

4.07 0.56 4.00 0.75 

4.38 0.56 4.20 0.63 

3.93 0.55 3.89 0.70 

4.09 0.49 3.96 0.65 

3.97 0.58 3.85 0.72 

4.51 0.59 4.56 0.55 

4.30 0.55 4.27 0.71 

3.77 1.04 3.54 0.98 

4.07 0.55 3.86 0.69 

3.98 0.64 4.01 0.78 

3.98 0.57 3.70 0.72 

3.95 0.58 3.68 0.67 

3目70 0.61 3.54 0.81 

4.04 0.71 4.01 0.78 

4.04 0.53 4.10 0.55 

3.78 0.53 3.51 0.77 

3.83 0.57 3.56 0.69 

3.51 0.63 3.18 0.76 

3目32 1.01 3.27 0.87 

3.41 0.85 2.80 0.82 

4.29 0.51 3.97 0.72 

4.05 0.53 3.78 0.65 

4.25 0.55 4.11 0.51 

3.93 0.57 3.81 0.58 

3.98 0.61 3.90 0.55 

3.94 0.52 3.77 0.75 

3.62 0.59 3.30 0.74 

3.93 0.53 3.80 0.77 

4.15 0.52 3.71 0.83 

3.06 0.82 2.80 0.91 

3目56 0.75 3.39 0.85 

3.71 0.85 3.94 0.90 

3.63 0.75 3.15 0.85 

3.95 0.67 3.95 0.71 

3.91 0.60 3.81 0.75 

4.06 0.49 3.81 0.74 

3目38 0.89 3.84 0.79 

2.56 0.77 2.90 0.71 

3.76 0.71 3.77 0.77 

4.30 0.60 4.25 0.76 

4.07 0.61 3.72 0.80 

4.35 0.55 4.32 0.54 

4.13 0.69 3.99 0.71 

4.23 0.63 4.04 0.65 

3.98 0.76 3.72 0.73 

4.13 0.56 3.78 0.76 

4.00 0.67 3.77 0.73 

4.19 0.53 3.81 0.62 

3.78 0.67 3.54 0.89 

4.24 0.62 4.15 0.67 
ー、

中学校女性
(n二57)

均 SD 

3.91 0.58 

3.88 0.85 

3.63 0.64 

4.05 0.61 

4.21 0.73 

3.91 0.58 

4.05 0.51 

3.91 0.61 

4.60 0.49 

4.30 0.76 

3.63 1.06 

3.98 0.65 

4.12 0.63 

3.65 0.74 

3.86 0.69 

3.58 0.78 

4.02 0.77 

4.09 0.61 

3.79 0.67 

3.75 0.71 

3.25 0.76 

3.53 0.91 

2.91 1.01 

4.04 0.68 

3.91 0.66 

4.23 0.57 

3.91 0.58 

3.93 0.66 

3.84 0.68 

3.41 0.68 

3.79 0.70 

3.96 0.71 

2.95 0.86 

3.54 0.69 

3.93 0.82 

3.16 0.88 

3.95 0.64 

3.79 0.70 

4.12 0.63 

4.02 0.74 

2.77 0.68 

3.89 0.65 

4.46 0.54 

3.74 0.72 

4.39 0.49 

3.95 0.72 

4.14 0.74 

3.91 0.76 

3.96 0.71 

3.93 0.56 

3.93 0.82 

3.54 0.95 

4.26 0.74 

牢小女く中男

牢小女く中男

本小女〉中男=中女

本小女〉中男

本小女〉中男

本小男、小女〉中男=中女

本小女〉小男小女〉中男

牢小女〉中男

本小女〉中男

本小女〉中男

本小男，小女〉中男=中女

本小女〉中男中男く中女

牢小女く中男

牢小女〉小男二中男二中女

本小男〉小女=中男=中女

牢小女〉小男

牢小女〉中男

本小女性〉中男性



表 13-8 小中男女別比較

一←小男性 ー←小女性 ー←中男性 ー←中女性。1 2 3 4 5 
N2  研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携・. ( 

輔樺由主主民

Na: 本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的・.

マN~ 市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は・. F 
内~~寸 本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。

んどユ 校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要・. ' N-、= 自校の校内研修の内容に満足している。 A 

げha: 自校の教育に関して誇りをもっている。

幽提同
げhe 校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。

ム芝 生涯にわたって授業力を晶めていきたいとし巧気持ちがある。

的~どユ 学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがいを感じてい・. 〈
m~ 日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。

寸¥-2 校内研修は学校経営の中核に位置付いている。

寸ta: 研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されて・. E廼
寸~立l 全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気が・.

寸主主 新しいアイテ、ィアを出し合い協力しあおうとしている。

寸白 ( どユ 校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。

差長聾望呈

寸 g 研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めてー

寸 Eニ 管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機・・

寸t~ 多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏・・

寸~旦 新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとす・.

寸 2 学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交・. -寸= 地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が・. 千
守口 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。

山~己 研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されてー

山，a: 自己課題と研修テーマが一致しているため有益で、ある。

山~巴 研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっ一

同部聴

山~主 授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取ー d 

ム巴 研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につな・・

回 ふさと 個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。

山~とニ 子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。

山目 ( 包 「思考力・判断力・表現力」の育成を念頭においた研修が推・・ a明
山.~ 色 言語活動の充実を意識した研修が推進されている。

φ 工工 研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している

φ~ 研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込・.

U)~ 大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役・.

<b目~ 単元構想やカリキュラム開発を意識した事目IJ検討が積極的・.

E畿E 日S語

uS0: どユ 事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学一

( uSe: 研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図一

uSEニ 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進・・

φe  事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されー

uSe: 研修内容や分析方法は、円IJ年度踏襲となっていて目新しさー

ω 日 授業実践において学校全体で共有している具体的な手立て・.

4 KD EFF4 4 子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されて・.

tよ己 教員間で授業や教材についてよく話し合っている。

〉~~ 普段の会話の端々で子供の学習面や生活面について情報・.

民主ユ 年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲一

『よ~さE 学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲・.

主曜E 日
ド~どユ 中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性・・ 4 

〉~ê: 教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めていー

~Eニ 教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を高めようとする・.

rよe 分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け・.

rよさ お互いに授業を見せ合い建設的に批判し合う雰囲気がある。

h 日 自身に関係のない教科や学年の研究授業においても、学一
‘ 
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表 14. 世代別等研修の活性化要因上位6位について

年¥¥t-役職買位~ 第 1位 第2位 第3位 第4位 第5位 第6位

事前・事後研修会の 授業の公開 教職員のコミュニ 研修テーマ・手立て 外部との連携・協力 管理職・研修主任等

20代 充実 ケーション の共有 のリ ーダーシッフ。

(n=26) (26.1%) (21. 7%) (17.4%) (13.0%) (13.0%) (8.7%) 

事前・事後研修会の 教職員のコミュニ 研修テーマ・手立て 授業の公開 外部との連携・協力 管理職・研修主任等

30代 充実 ケーション の共有 のリ ーダーシッフ。

(n=31) (32.5%) (25.0%) (20.0%) (10.0%) (7.5%) (5.0%) 

事前・事後研修会の 研修テーマ・手立て 外部との連携・協力 教職員のコミュニ 管理職・研修主任等 授業の公開

40代 充実 の共有 ケーション のリ ーダーシップ

(n=38) (25.0%) (20.8%) (18.8%) (14.6%) (10.4%) (10.4%) 

授業の公開 外部との連携・協力 研修テーマ・手立て 事前・事後研修会の 教職員のコミュニ 管理職・研修主任等

50代 の共有 充実 ケーション のリ ーダーシッフ。

(n=33) (39.3%) (28.6%) (14.3%) (10.7%) (7.1%) (0%) 

管理職・主幹教諭 教職員のコミュニ 授業の公開 外部との連携・協力 研修テーマ・手立て 事前・事後研修会の 管理職・研修主任等

教務主任 ケーション の共有 充実 のリ ーダーシップ

(n=28) (26.0%) (20.0%) (20.0%) (18.0%) (10.0%) (6.0%) 

教職員のコミュニ 外部との連携・協力 管理職・研修主任等 研修テーマ・手立て 事前・事後研修会の 授業の公開

研修主任 ケーション のリーダーシッフ。 の共有 充実

(n=21) (26.5%) (20.6%) (17.6%) (14.7%) (11.8%) (8.8%) 



表15.校長・教頭・主幹圃教務の具体的内容の記述

順位 カテゴリー (n二 28) 具体的な記述

-研修部を中心に授業改善の方向性を話し合う雰囲気作りをし

教職員の
てくことが必要である(中判交)。

1 コミュニケーション
-子どもについて語り合うこと(小朝交)。

(13) 
-教科の枠を取り払った授業参観 ・建設的な意見を交わすこと

のできる同僚性(中学校)。

-同僚性が一番の要因であると感じる(中学校)。

-全員、が授業公開を必ず行う。いつで、も授業を見せ合う、公開

授業の公開
する雰囲気をつくっていく (中学校)。

(10) 
-公開授業週間を設け、教師間で意見交換をしてしく。(小判交)

-全員が年 2回の授業公開を行い、校長 ・教頭が参観し事後指

2 
導も活発に行われている(小判交)。

-静大大学院の研修訪問により、材交の研修テーマに沿った授

外部との連携協力
業分析や教師のつなぐ技術の指導を頂くことにより、工夫し

(10) 
た授業ができるようになりつつある(中判交)。

-自校だけでは、活性化が難しいので、外部の人の力を借りた

い(小判交)。

-研修テーマが全職員にとって判交がめざしている授業の方向

性と一緒であることが必要(目指す1受業像、子ども像が明確
であること) (小判交)。

4 
研修テーマ・手だての共有 -おしつけられる研修ではなく、材交子どもを育てるには何が

(9) 大事かを中心に研修してし、くことが大事(小判交)

-教科を1つにしぼって全校で、取り組んだ研修が自分にとって

得るものが多く、全職員で同じ方向を向いて一緒に頑張った

という思いがある(小判交)。

-授業研究の検証をK]法などを使って視点をもとに行し1高め合

5 
事前 ・事後研修の充実 っていくこと(小判交)。

(5) -事前研修がとても活発に行われてし、るため、事後研修がとて

も有効に感じる(小学校)。

-判交長、教頭(管理職)のリーダーシッフ。とそれを支えるミ

管理職、研修主任等の ド、ルリーダーの存在(中判交)。

6 リーダーシッフO -研修主任のリーダーシッフOのもと研修部の系E織をきちんと組
(3) み立てて、研修部部会が週一回時間割の中に組み込まれてい

ることが大事である(中判交)。

-教職員、生徒及び地域や卒業生のプライド(我が校は-ーとい

その他 う自負) (中守交)

-小中で、研究授業を通した合同研修がとても有効だと思う(中

判:交)。
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表16.研修主任の具体的内容の記述

順位 カテゴリー (n二 21) 具体的な記述

-人数が少ない中での研修なので、管理職をはじめ、雑談の仲

教職員の
で授業のことを話題にした意見交換や情報交換ができるよ

1 コミュニケーション
うな雰囲気を作る(小判:交教諭)。

(9) 
-校内研修としづ枠にとらわれず、日々授業のことを気軽に話

し合えること。授業を公開し、ざっくばらんに話し合うこと

(小学校教諭)。

-やはり、現場より高い見知をもった大学の先生を外部からよ

び、指導を頂くと刺激、発見、気づきを与えられ、研修も活

2 
外部との連携 ・協力 性化する。他の研修会にできるだけ参加し、研修をマンネリ

(7) 化させないように工夫する(中学校教諭)。

-外部講師(大学の先生などの)を招き研修を充実させる

(中判交教諭)。

管理職 ・研修主任等の
-管理職の豊かな経験と知識、見守る姿勢、助言。 ・常に授業

3 リーダーシッフO
の現状をとらえ、それに対応する動きを管理職のリーダーシ

(6) 
ッフ。で、とることができた(中学才交教諭)。

-研修部のリーダーシッフ。による課題の焦点化 (小判;交教諭)。

-一つの研究授業の課題が明確になり、共有化されることが重

研修テーマ・手立ての共有
要(小判:交教諭)。

4 
(5) 

-課題を目前の子どもと解決しようとする気持ち、意欲 ・全教

員でのイメージ共有化・研修テーマを常に意識して、授業研

を行った(小判交教諭)。

-事後研では、全体の話し合いだけでなく、どの人も発言して

主体的になれるようにグループ。で、話し合う時間を設定した

5 
事前 ・事後研修会の充実 り、紙にまとめたりした。時間配分も計画的に行った(小学

(4) 校教諭)。

-事後研をワークショッフ形式にして、意見を出しやすし1雰囲

気にして、一人ひとりの発言意欲を高めた(小学校務命)。

-とにかく授業公開。他の教員、 他の教科における生徒の学び

6 
授業の公開 から得るものは多い(中判交統合)。

(3) -先生の授業を見合うことで、キーワードつながりを考えるこ

とが深まった(中判交教諭)。

-研修だよりを訓蹴して発行した。何か先生方の中に残る記事
その他 や情報があったとすれば嬉しし1かぎりだが(中判:交教諭)。
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表17.20代の具体的内容の記述

順位 カテゴリー (n二 26) 具体的な記述

-活性化させるためには、公開授業を行う人ではなく、見さ

せてもらう人が、どれだけ課題をもって事後研につなげる

事前 ・事後研修の充実
かが大事だと思う(中判;交教諭)。

(6) 
-分析方法がマンネリ化しているため、同じような怠見が出

ている。学年討議だけでなく、全体討議やテーマ月Ij討議な

ど、様々な角度から話し合い課題を見つけていきたい(中

判交教諭)。

-一人一授業を公開することで、授業方法をお互いに学び合

いよい実践をすぐに生かしていくことができた(小判交教

授業の公開
諭)。

2 -とにかく授業を見せ合って、生徒の普段の表れも加味しな
(5) 

がら、ざっくばらんに話し合うことが大切(ノl哨交教諭)。
-普段から他の先生の授業を参観させてもらったり、自分の

授業を見てもらったりしている(中判交教諭)。

-活性化という点では、若手も中堅もベテランも意見を言い

合える場の設定が必要である(小判交教諭)。

教職員の
-職員室内で授業についてd情報交換する機会があり、そうし1

コミュニケーション
った会話がしやすい雰囲気があったので、よかったO そのと

3 
(4) 

きの会言古から研究授業の内容を広げることもあり、 一人で

はなく全体で、授業をつくっていった(中判交教諭)。

-職員聞の関係が研修の活性化に大きく関わっているように

思われる。意見を言う雰囲気作りが大切だと思う(小学校

教諭)。

-教師だけでなく、子どもたちもほかのクラスの授業を見て

4 
研修テーマ・手立ての共有 学習することがあった(中学校教諭)。

(3) -まずは、教師がどんな授業をしていくか自分なりの考えを

もっていることが大切だと思う(中学校教諭)。

-外部講師(大学耕受)を招いて研修をすすめてし1ったこと

が、とても効果的だ、ったO 専門的知識をもとに具体的な教

外部との連携協力
授法を提示してくださり、実際に授業に取り入れること

4 で、子どもの動きや考えに深まりが出たことが身をもって
(3) 

実感することができた(中学校教諭)。

-外部の講師に依頼し、 指導していただし計画的、継続的

に研修していく(小朝交教諭)。

管理職、研修主任等の -研修主任のリーダーシッフ。(小判;交教諭)。

6 リーダーシッフ。 -校長が強力なリーダーシップを発揮する(中判交教諭)。

(2) 

-研究授業の前に多くの教師が授業案について話し合いをす

すめ、何度も授業案をつくり直し、 実践していく(中学校

教諭)。

その他 -一人ひとりの熱怠だと思う。月一回程度、若い先生を中心

にベテランの先生方や中堅の先生方を講師に教材研究や

指導要領の読み込み、授業の構想、の立て方などを勉強して

いて役立った(小判交教諭)。
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表18. 30代の具体的内容の記述

順位 カテゴリー (n二 31) 具体的な記述

-授業デザインや見る視点を事前に示しておくと、授業のポ

イントが分かつて見方がよく分かる(中判交教諭)。

1 
事前 ・事後研修の充実 -視点に対する意見を各自、研修前にポストイットに記入し

(13) ておき、話し合し1に活用する(小学校教諭)。

-中判交では教科に分かれるので、他教科での研究授業での

成果を最後に教科に返す工夫が必要(中判:交教諭)。

-授業にすぐに役立つ実践の情報交換の時聞が確保される

と、すぐに自分の授業に取り入れ、試みることができ、研

修が深まって行くと考える(小学校教諭)。

2 
教職員のコミュニケーション -研修時には、単なる批判や感想を述べるだけでなく、次に

(10) つなげていくような姿勢からでる建設的な意見を伝え合

えるような雰囲気が欲しい(中学校教諭)。

-全体での話し合いにこだわらず、少人数で宮市らない自由な

発言で振り返りができると有効だと思う(小判交教諭)。

-子どもの姿から学習の成果や伸び、つまずき、それに対す

る手だてを話し合えると授業者も参観者もためになると

3 
研修テーマ ・手だての共有 思う(小判交教諭)。

(8) -現状にあった研修内容(教員の多くが悩んでいるであろう

課題の共有化)になっているとやりがし1がある。前向きに

取り組める(中学校教諭)。

. I一人一授業公開j を行い。年間を通して研修を意識する

ことが」できている(中判交続命)。

4 
授業の公開 -教科 ・領域の異なる教科をグ、ルーフ。にし、研究授業の公開

(4) を行し1ました。私が授業者となり、異なる教科だからこそ

気づく点わかりにくい点などを知ることができた(中判交

教諭)。

外部との連携協力
-外部講師として研修センターに派遣を依頼したが、校内研

5 修とはまた違った面からの見方が参考になった(小朝交教
(3) 

諭)。

管理職、研修主任等の
-研修主任が感銘を受けた教育者の考え方を紙面にまとめた

り、先生方の考えをアンケートできいたりして、研修への
6 リーダーシッフ。

方向性を共有している。毎日の仕事に追われる中で、提供
(2) 

してもらえる情報は励みになる(中判交教諭)。

-現在、生徒指導における困難交のため、授業よりも生徒指

導における共通理解、役割分担、同僚性ができあがってい

ます。その一方で、研修を通してそれらを高めていくこと

そσ珂 時間の確保 の大切さも分かっていますが、多忙のため、研修の充実が

できなし1のが現伏です(中学校教諭)。

-耕オ研究 ・耕オ・教具を準備するための時間の確保授業

につし1て考え話し合う場と時間の確保(中判;交教諭)。
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表 19.40代の具体的内容の記述

順位 カテゴリー (n二 38) 具体的な記述

-少人数グ、ルーフ。で、の話し合いやホワイトボードが近くにあっ

て記録したりしながら話す方法がよかった(小判交教諭)。

事前 ・事後研修の充実
-小グループOの討議の後、最後にその授業のキーワードを3つ

(12) 
選んで今日学んだことを振り返るのがよかった(小学校教
ラ日メ目ミリ)。

-事後研での VTR活用 「この場面での子どもの学びは...J言葉

だけでなく視覚での共通瑚卒ができる(小学校教諭)。

-教科のやり方、目的をある程度絞って授業を見合って話し合

うことによって、共有できることが増えてくると思う(小学

校教諭)。

-即席的なネタなんかが小判:交で、は有効な場合があります。じ

2 
研修テーマ・手だての共有 っくり力をつけてし1く教師の心構えを省みることと同時に、

(10) そのような即席ネタも実際は必要。だから、目先を少し変え

て、各先生のもつネタばらし(紹介)みたいなものを取り入

れでも喜ばれると思う(小判;交教諭)。

-決められたテーマlこ沿って職員で、共通理解して進めていく(小

判;交教諭)。

-研修テーマに沿った教育研究に取り組んでし1る。大学や専門

機関の方の理論を学ぶ機会をもっ(中朝交教諭)。

外部との連携協力
-校内研修を充実、活性化させるためには、外部からの講師を

3 招聴するなど、第三者からの評価が不可欠。また、方向性を
(9) 

示していただければさらによいと思う(中判交教諭)。

-同じ研修テーマをもっ全国の学校に教職員を計画的に派遣す

る(中判交教諭)。

-校内研修の場で、あらゆる年代の先生方が自由に思いを発す

ることができる雰囲気をつくるために日々職員室談話を心が

教職員の けている(中学校教諭)。

4 コミュニケーション -教師個々の力をつけるとともに、お互いに高め合うというよ

(7) り品、同僚性を目指しやってし1く (小判交教諭)。

-同僚性が大切にされれば、研修も自然と活性化されると思い

ます(小判:交教諭)。

-校長の経営方針を受け、研修部がより具体的な目指す子ども

管理職、研修主任等の 像を明らかにして、研修主任と学年部員がリーダーシッフOを

5 リーダーシッフ。 発揮し、研修を進めることが大切(中朝交教諭)。

(5) -管理職(特に校長)からのトッフOダウンと共に、教職員聞か

らのボトムアッフ。がなければいけない(中学校教諭)。

授業の公開
-ベテランが率先して授業を見せる(小判交教諭)。

5 
(5) 

-教科は違っても、互いに授業を参観し合い、怠見交換する(中

判交教諭)。

-やらされている感をもって研修に取り組むのではなく、全職

その他 研修への意欲 員が主体的に研修に取り組んでいこうとすれば、自然に活性

化されていくのではなし1か(小学校教諭)。
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表20.50代の具体的内容な記述

順位 カテゴリー (n二 33) 具体的な記述

-校内の全体研究提案はし1ろいろな世代の教員が行った方が活

性化に結びつくと思う(小判交教諭)。

授業の公開
-年間のカリキュラムの中で、必ず一ヶ月に1回の研究授業を

(11) 
入れ、全員、が授業公開すること(中判交教諭)。

-クラスの授業を子どもたちが参観することによって、自分た

ちで、授業を作っていこうとする気持ちが生まれた(小学校教

三百ム日リi)。

-本校のように、校外から講師をす召し、て、考え方などを聞いた

2 
外部との連携 ・協力 り、静大大学院の方々との研修を組み込んだりしたことは、

(8) よい刺激になると思う(小学校教諭)。

-外部講師による分析や御指導 ・助言 (中判交教諭)。

-自分が勤務している学校の子どもたちをどんな子にしていき

たし1か (6年生での姿を目指して)を全職員で考え、話し合

3 
研修テーマ・手立ての共有 い、共通瑚卒する(小判交教諭)。

(4) . I聴き合い学び合う子どもの姿」を低 ・中・高学年別に具体

的な目指す姿を各教員が持っていた方がし1し¥ように思う(小

ミヰ交教諭)。

-研究授業後の話し合いが有効に進められている。他の先生方

の建設的な意見が、自分にとって刺激になり、参考にさせて

4 
事前 ・事後研修の充実 もらった(小判交教諭)。

(3) -事後研修では、若し教員から発言するようにした。全体的に

発言しやすい雰囲気になったO また、グループ。に分けて検討

する時間ももうけた(小判交競合)。

-数多く互いの授業を気軽に見せ合い、学び合おうとする教職

員聞の雰囲気作りが大切だと思う(小判交続命)。

教職員のコミュニケーシ -年齢差、立場の違いを越え、互いに怠見交換ができる雰囲気

5 ョン が校内研修の活性化につながっていると思う。目の前の子ど

(2) もたちをどう変えていくか、お一人お一人先生方が考えて取

り組んでいるので、子どもとの信頼関係があり、通常の授業

がとても楽しく感じる(小学校教諭)。

管理職 ・研修主任等の (記述例なし)

6 リーダーシッフ。

(0) 

-校内研修を進めるためのゆとりがまず一番だと思う。目の前

その他 の子どもを放つての研修は意味がないので ・・・。子どもた

時間の確保 ちの実態把握と教材研究をする時間を生み出してし1く手立

てを考えてし、かなし吃有効な研修はできないと考える(小学

校教諭)。

-小中で、意見を交わすことはとても重要と考えている。以前毎

年話し合い交流しあうことで、とても建設的に研修が進めら

小中連携 れたこともあるので、みんなでとりくめるような道徳・制舌

の授業例は、教科に関わりなく実践できる人が多いので年に

一度は必ずし、ってみたし¥(中判;交教諭)。

(n=33) 
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資料2 アンケー卜調査質問紙

平成23年度文部科学省委託「教員の資質能力の向上に係る調査検討事業」

「教職大学院・教育委員会・公立小中学校の互恵関係による校内研修向上プログラム『協働校

内研修・静岡大学一富士市モデル』に関するアンケ一卜

この調査は、 「教員の資質能力の向上に係る調査」の一環として富士市教育委員会の協力を

得て実施するものです。

本調査は、静岡大学と富士市教育委員会との連携事業(計画訪問同行、校内研修支援、公開

講座)のこれまでの先進的な取り組みに関する成果をモデル化して、報告書を作成するための

基礎的な資料とするためのものです。

調査には、校長、教頭、教諭(養護教諭)の全職員の先生がお答えください。

それぞれの質問にお答えになったのちに、本調査用紙を同封の返信用封筒に入れて封をした

後、教務主任の先生にお渡しください。教務主任の先生が全てのアンケートを回収し、まとめ

ていただき、 2月8日、 9日のどちらかの文書便にて富士市教育委員会に送付していただけれ

ば幸いです。

なお、調査結果の公表においては、個々の回答が分かるようなことは一切いたしません。ま

た、結果は年度末までに各学校へ送付させていただきます。お忙しい中、大変恐縮に存じます

が、なにとぞご協力をお願いいたします。

静岡大学教育学部学部長梅津収

学校名をご記入ください。

富士市立(

【基本情報】

1 .あなたについて、あてはまるものを選んで、その番号をOで囲むか、あてはまる言葉や数

値等を記入してください。

( 1 ) 性別 1. 男 2. 女

( 2 ) 年齢 1. 20歳代 2. 30歳代 3. 40歳代 4. 50歳代

( 3 ) 教職年数( )年(平成 24年 3月 31日現在)

(4 ) 校務分掌 1. 教務主任 2. 学年主任、 3.研修主任 4. 生徒指導主事

5. 校長 6. 教頭 7. その他(

( 5 ) 学級担任 1. 1年 2. 2年 3. 3年 4. 4年 5. 5年 6. 6年

7. 学級担任ではない

( 6 ) 所有する教員免許状( ) 

( 7 ) 本年度研究授業(学年研修、全体研修を含める)の回数

全体で( )回 そのうちあなたが行った研究授業 ( )回

【本事業(静岡大一富士市教委との連携)に関する効果等について】

2 あなたは、本事業に関する効果について、どのようにお考えですか。それぞれの項目につ

いて、 5段階のうち最もあなたの考えに近いものを 1つ選んで、その番号をOで囲んでく

ださい。

( 1 )研修を進めるにあたって大学をはじめとする外部との連携は有効で、ある。

5 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない
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( 2)本校においては大学をはじめとする外部との連携を積極的に図っている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 3 )市教委指導主事と大学教員が合同で実施する計画訪問は効果的である。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(4 )本校の校内研修は活性化が図られ有意義である。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 5 )校内研修の充実は教師個々の力量の形成を図る上で重要である。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

【満足度について】

3. あなたは、次のことについて、どのようにお考えですか。それぞれの項目について、

5段階のうち最もあなたの考えに近いものを 1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

( 1 )自校の校内研修の内容に満足している。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(2 )自校の教育に関して誇りをもっている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 3 )校内研修を通して力量形成が図られていると感じている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(4 )生涯にわたって授業力を高めていきたいという気持ちがある。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(5 )学級をはじめ本校の子供たちの成長にやりがし1を感じている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 6 )日々多忙のため、研修になかなか取り組めない。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

【組織の体制について】

4. あなたは、本校の研修の組織体制などについて、どのようにお考えですか。それぞれの項

目について、 5段階のうち最もあなたの考えに近いものを 1つ選んで、その番号をOで囲

んでください。

( 1 )校内研修は学校経営の中核に位置付いている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 2)研修推進に関しては管理職のリーダーシップが発揮されている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(3 )全職員が研修に前向きに取り組んでいこうとする雰囲気がある。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(4 )新しいアイディアを出し合い協力しあおうとしている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 5 )校外の研修や研究会等へ参加することに熱心である。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 6 )研修主任等がリーダーシップを発揮し、授業研究を進めている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない
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( 7 )管理職の意向や助言が研修の中で有効に位置づけられ機能している。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(8 )多くの教員は、学校を取り巻く社会環境や動向について敏感で、ある。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 9 )新しい学習方法や評価方法を進んで採り入れていこうとする雰囲気がある。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(10)学習指導要領の内容や改訂の趣旨に関して頻繁に意見交換がなされている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(11)地区の異種校(小中連携)と合同で研修を行うなど連携が進んでいる。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(12) 外部人材(学習ボランティア)の有効な活用が進んでいる。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

【目標の設定について】

5. あなたは、本校の研修の目標設定について、どのようにお考えですか。それぞれの項目に

ついて、 5段階のうち最もあなたの考えに近いものを 1つ選んで、その番号をOで囲んでく

ださい。

( 1 )研修の目指すべき方向やテーマが多くの職員に共有されている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 2) 自己課題と研修テーマが一致しているため有益で、ある。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 3 )研修の内容は、学校教育目標等を実現することにつながっている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

(4 )授業改善における自己課題が明確であり、常に意識して取り組んでいる。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 5 )研修テーマに具体性があり、日々の教育実践の改善につながっている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 6 )個々の教員に授業を改善していこうとする雰囲気がある。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 7 )子どもたちに確かな学力が育まれていることを実感している。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 8 ) I思考力・判断力・表現力j の育成を念頭においた研修が推進されている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

( 9 )言語活動の充実を意識した研修が推進されている。

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない

【研修の具体的内容について】

6. あなたは、本校の研修内容について、どのようにお考えですか。それぞれの項目につい

て、 5段階のうち最もあなたの考えに近いものを 1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

( 1 )研究集録(紀要)等を作成し有効に活用している

5 強くそう思う 4. そう思う 3. どちらともいえない 2. 思わない 1 .まったく思わない
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( 2 )研修をマンネリ化させない工夫や斬新なアイディアが盛り込まれている

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 3 )大学教員を初めとする外部指導者の助言は研修推進に役立っている

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

(4 )単元構想やカリキュラム開発を意識した事前検討が積極的に行われている

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 5 )事後検討会においては協議視点から意見が出され、深く学び合う場となっている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 6 )研究授業の成果と課題が明らかにされ、情報の共有化が図られている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 7 ) 校内研修は、年間の計画と見通しのもと継続・発展的に進められている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 8 )事後検討会では、授業記録やビデオなどが有効に活用されている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 9 )研修内容や分析方法は、前年度踏襲となっていて目新しさを感じない。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

(10)授業実践において学校全体で共有している具体的な手立てがある。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

(11)子ども同士の関わり合いが大切にされた研修が推進されている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

【同僚1性について】

7 あなたは、本校の同僚性について、どのようにお考えですか。それぞれの項目について、

5段階のうち最もあなたの考えに近いものを 1つ選んで、その番号をOで囲んでください。

( 1 )教員間で、授業や教材についてよく話し合っている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 2)普段の会話の端々で、子供の学習面や生活面について情報交換している。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 3 )年齢差、立場の違いを超えて、建設的に意見しやすい雰囲気がある。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

(4 )学年や学級の壁を越え全職員で子供を育てようとする雰囲気がある。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 5 )中堅・ベテランの教師のリーダーシップにより、研修が活性化されている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 6 )教職員同士が意思疎通を図り、支え合って研修を進めている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 7 )教師がそれぞれの個性を認めあい専門性を高めようとする雰囲気がある。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 8 )分掌や学年の仕事においてお互いにのりしろをもって助け合っている。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

( 9 )お互いに授業を見せ合い，建設的に批判し合う雰囲気がある。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない

(10) 自身に関係のない教科や学年の研究授業においては、学ぶものがあまりない。

5. 強くそう思う 4 そう思う 3 どちらともいえない 2 思わない 1 まったく思わない
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